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my photo

あ な た の 作 品 募 集 中！

「my photo」では、あなたが撮影した写真を募集しています。貧困や環境問題などを

テーマにした写真、国内外問わず国際協力の最前線で活動に励む日本人や開発途

上国の人の姿、テレビや新聞ではなかなか報じられない土地の風景や人々の暮らし

など、国際協力や途上国を身近に感じられる写真を、撮影時のエピソードを添えて

ご応募ください。応募作品の中から毎号1枚、本コーナーで紹介させていただきます。

　　　　　①応募者本人が撮影した作品に限ります。②被写体に関する肖

像権は、応募者の責任において了解が得られているものとします。③写真は、

解像度が300万画素以上（目安）で撮影されていること、また画像の記録方

式はJPEGを推奨します。
　　　　　お名前、連絡先（電話番号とEメール）、エピソード（300～350字）、

記名の可否をご記入の上、写真と共に応募先アドレスまでEメールでお送り

ください。
＊応募作品は本コーナーの他に、事前確認の上でJICAの広報活動に活用させていただく場

合があ

ります。ご記入いただいた個人情報はこれら以外の目的では使用いたしません。また、応募作
品はご

返却いたしませんので、あらかじめご了承ください。

j i c a - p h o t o @ i d j . c o . j p

応募条件

応募方法

応 募 ／ 問 い 合 わ せ 先 （『mundi』 編集部宛）
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「ここが知りたい」 いろんなトピックを分かりやすく解説！
・  ・ ・  ・ココシリ

こい  あい

　2016年7月1日に発生した「バングラデシュ・ダッカにおける襲撃事件」でJICAプロジェクトの関係者がお亡くなり
になられたことにつきまして、謹んでお悔やみ申し上げます。また負傷された方の一刻も早いご回復をお祈りします。
　JICAは今後、より一層の安全確保に努めつつ、バングラデシュをはじめとする開発途上国の発展に、引き続
き貢献してまいります。

JICA理事長　北岡伸一

３

「mundi」はラテン語で“世界”。開発途
上国の現状や、現場で活動する人々の
姿を紹介するJICA広報誌です。

JICAのビジョン

すべての人々が恩恵を受ける、
ダイナミックな開発を進めます
Inclusive and Dynamic Development

表紙　
©Dorling Kindersley RF/Getty Images

私たちの住む地球に存在する生き物の
種類は3,000万種ともいわれている。自
然の恩恵を受けている私たちだからこそ、
生き物たちの輝く命を守ることが大切だ



千万種の宝
特 集　生物多様性

母なる地球――。
人間は、自然に畏敬の念を表し、その恩恵に感謝しながら生きてきた。
多種多様な生物の存在は、自然の恵みの源だ。しかし、限りある地球上のスペースで加速する
人間の経済活動に伴って、多くの動物が絶滅の危機に追いやられている。
人間と動物が共生できる未来をつくる第一歩は、今ある暮らしを見つめ直すことから始まる。
取材協力 : 一般財団法人自然環境研究センター 研究主幹 米田久美子

生
物
多
様
性
は

自
然
の
恵
み
を
生
み
出
す
基
盤

自
然
の
恵
み
を
享
受
す
る

共
に
生
き
る
と
い
う
こ
と

　
暑
さ
も
い
よ
い
よ
本
番
を
迎
え
た
８
月
。
抜
け
る
よ
う

な
青
空
と
真
っ
白
な
入
道
雲
が
、
人
々
を
海
水
浴
や
ア
ウ

ト
ド
ア
へ
と
誘
い
出
す
。
大
自
然
と
の
触
れ
合
い
は
、
生

き
物
た
ち
と
の
出
会
い
の
場
で
も
あ
る
。
生
き
物
の
息
吹

を
間
近
で
感
じ
る
体
験
は
、
子
ど
も
だ
け
で
な
く
、
大
人

に
と
っ
て
も
発
見
の
連
続
だ
。
そ
ん
な
発
見
の
喜
び
は
、

命
を
愛
で
る
心
を
育
む
と
と
も
に
、
私
た
ち
が
自
然
に
生

か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
る
。

　
し
か
し
、
人
間
が
日
々
の
暮
ら
し
を
維
持
し
、
経
済
成

長
を
追
い
求
め
る
中
で
、
動
物
た
ち
の
す
み
か
は
少
し
ず

つ
侵
食
さ
れ
て
き
た
。
国
際
自
然
保
護
連
合
（
I
U
C
N
）

は
、「
絶
滅
の
危
機
に
あ
る
種
の
リ
ス
ト
（
通
称
レ
ッ
ド

リ
ス
ト
）」
の
中
で
、
絶
滅
の
お
そ
れ
の
高
い
種
が
、
動

物
だ
け
で
１
万
種
以
上
い
る
と
発
表
し
て
い
る
。
そ
の
中

に
は
、
ア
フ
リ
カ
ゾ
ウ
や
ク
ロ
サ
イ
、
ト
ラ
、
ジ
ャ
イ
ア

ン
ト
パ
ン
ダ
な
ど
、
誰
も
が
知
る
動
物
も
含
ま
れ
る
。

　
２
０
０
２
年
に
オ
ラ
ン
ダ
の
ハ
ー
グ
で
開
催
さ
れ
た
生

物
多
様
性
条
約
第
６
回
締
約
国
会
議
（
C
O
P
６
）
で
、

国
際
社
会
は
、「
現
在
の
生
物
多
様
性
の
損
失
速
度
を
２

０
１
０
年
ま
で
に
顕
著
に
減
少
さ
せ
る
」
こ
と
を
合
意
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
〝
２
０
１
０
年
目
標
〞
は
、
各
国
に

具
体
的
な
行
動
を
促
す
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
達

成
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　
そ
こ
で
、
２
０
１
０
年
に
名
古
屋
市
で
開
催
さ
れ
た

C
O
P
10
で
は
、
ま
ず
は
、
２
０
５
０
年
ま
で
の
中
長
期

ビ
ジ
ョ
ン
を
設
定
。
そ
の
実
現
過
程
と
し
て
、
生
物
多
様

性
損
失
の
根
本
的
な
原
因
へ
の
対
処
や
、
持
続
可
能
な
利

用
促
進
な
ど
に
関
し
て
、
２
０
２
０
年
ま
で
に
達
成
す
べ

き
20
の
目
標
を
定
め
た
。
そ
れ
ら
は
、
開
催
地
に
ち
な
ん

で
愛
知
目
標
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
２
０
１
５
年
に
国
連
で
採
択
さ
れ
た
持
続
可

能
な
開
発
目
標
（
S
D
G
s
）
で
も
、
海
と
陸
の
環
境
や

生
物
の
保
全
・
持
続
可
能
な
利
用
が
目
標
と
し
て
掲
げ
ら

れ
る
な
ど
、
生
物
多
様
性
へ
の
注
目
は
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。

　「
S
D
G
s
が
掲
げ
る
17
の
目
標
は
、
人
間
の
生
活
に

焦
点
を
当
て
た
開
発
目
標
で
す
が
、
そ
の
実
現
と
生
物
多

様
性
の
保
全
は
密
接
な
関
係
に
あ
り
ま
す
」。
そ
う
指
摘

す
る
の
は
、
一
般
財
団
法
人
自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
の

研
究
主
幹
で
獣
医
師
の
米
田
久
美
子
さ
ん
だ
。

　
生
物
多
様
性
を
守
る
こ
と
が
、
な
ぜ
人
間
の
生
活
に
と

っ
て
重
要
な
の
か
。
そ
れ
を
結
び
付
け
る
も
の
が
〝
生
態

系
サ
ー
ビ
ス
〞だ
と
米
田
さ
ん
は
指
摘
す
る
。「
私
た
ち
は
、

自
然
界
か
ら
肉
や
魚
な
ど
の
食
料
を
得
た
り
、
切
り
出
し

た
材
木
で
家
を
建
て
た
り
し
ま
す
よ
ね
。〝
生
態
系
サ
ー

ビ
ス
〞
と
は
、
そ
う
し
た
〝
自
然
の
恵
み
〞
の
こ
と
を
指

し
ま
す
。
小
さ
な
土
壌
生
物
か
ら
大
き
な
哺
乳
類
ま
で
、

多
様
な
生
物
が
存
在
す
る
こ
と
で
、
私
た
ち
は
あ
ら
ゆ
る

場
面
で
自
然
の
恵
み
を
享
受
で
き
る
の
で
す
」。

　
し
か
し
、
た
だ
動
物
を
守
れ
ば
い
い
、
と
い
う
問
題
で

は
な
い
。
ア
フ
リ
カ
な
ど
の
野
生
動
物
が
豊
富
な
地
域
で

は
、
例
え
ば
、
ゾ
ウ
が
畑
を
荒
ら
し
た
り
、
時
に
は
人
に

危
害
を
加
え
た
り
す
る
こ
と
も
あ
る
か
ら
だ
。
日
本
で
は

動
物
園
の
人
気
者
で
も
、
そ
の
生
息
地
の
人
々
に
と
っ
て

は
、
生
活
を
脅
か
す
〝
害
獣
〞
と
い
う
こ
と
も
あ
る
。

　
米
田
さ
ん
は
、
ザ
ン
ビ
ア
の
国
立
公
園
で
野
生
動
物
の

保
護
管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
た
経
験
か
ら
、
開
発

途
上
国
で
は
人
間
の
生
活
を
二
の
次
に
し
て
動
物
の
保
全

を
訴
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
強
調
す
る
。「
人
間
と
野

生
動
物
が
限
ら
れ
た
土
地
で
共
に
暮
ら
す
た
め
に
は
、
地

元
の
人
々
の
意
見
に
基
づ
い
た
共
生
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
描
く

こ
と
が
大
切
で
す
。
害
獣
だ
か
ら
と
簡
単
に
命
を
奪
う
の

で
は
な
く
、
観
光
資
源
に
生
か
す
方
法
を
一
緒
に
考
え
る

な
ど
、
現
金
収
入
を
得
ら
れ
る
仕
組
み
づ
く
り
が
必
要
な

の
で
す
」。

　
特
に
、
開
発
途
上
国
で
は
動
物
園
を
訪
れ
る
人
の
大
部

©Moment/Getty Images

３

05　                   August 2016 August 2016                       04



特
集  

生
物
多
様
性

３
千
万
種
の
宝

分
が
外
国
人
観
光
客
だ
。
地
元
の
人
は
、
た
と
え
希
少
な

野
生
動
物
と
近
い
場
所
で
暮
ら
し
て
い
て
も
、
そ
の
重
要

性
を
意
外
と
認
識
し
て
い
な
い
こ
と
も
多
い
。

　
ま
た
、
地
元
の
人
々
と
の
共
存
と
い
う
課
題
が
あ
る
一

方
で
、
国
際
的
な
組
織
な
ど
が
絡
む
密
猟
・
密
漁
な
ど
の

問
題
も
依
然
と
し
て
深
刻
だ
。

　「
日
本
で
は
、
野
生
の
ト
キ
が
絶
滅
し
ま
し
た
。
ト
キ
の

場
合
は
、
農
薬
が
減
少
の
大
き
な
要
因
だ
っ
た
よ
う
に
、

動
物
が
姿
を
消
す
の
に
は
、
必
ず
理
由
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
を
一
つ
一
つ
考
え
、
手
遅
れ
に
な
る
前
に
、
社
会
全
体

で
対
策
を
講
じ
る
こ
と
が
重
要
な
の
で
す
」
と
米
田
さ
ん

は
指
摘
す
る
。

　
人
間
が
動
物
を
管
理
し
よ
う
と
す
る
の
で
は
な
く
、
豊

か
な
自
然
の
営
み
を
助
け
、
そ
の
〝
お
こ
ぼ
れ
〞
に
あ
ず

か
る
。
そ
ん
な
日
本
ら
し
い
謙
虚
な
精
神
で
自
然
と
向
き

合
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

絶
滅
危
惧
種
を
救
え
！

日
本
の
取
り
組
み

世
界
各
地
に
は
、
絶
滅
に
ひ
ん
す
る
野
生
生
物
が
数
多
く
存
在
す
る
。

危
機
の
原
因
は
、
生
息
環
境
の
破
壊
や
密
猟
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
だ
。

日
本
は
、
そ
う
し
た
動
物
た
ち
を
守
る
だ
け
で
な
く
、

地
域
の
人
々
が
自
然
や
動
物
と
共
に
生
き
る

環
境
づ
く
り
に
力
を
入
れ
て
い
る
。アルバニア

イラン

3 レッサーパンダ

7 ニシハイイロペリカン

インド

■：CR　絶滅危惧ⅠA類
■：EN　絶滅危惧ⅠB類
■：VU　絶滅危惧Ⅱ類
■：NT　準絶滅危惧種

EN

VU

ガボン

6 アマゾンマナティー

1 ニシローランドゴリラ

ブラジル

VU

CR
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インドネシア

5 トキ

2 ボルネオオランウータン

中国
（陝西省・河南省）

EN

が
数
多
く
存
在
す
る
。

ど
、
さ
ま
ざ
ま
だ
。

な
く
、

■：CR　絶滅危惧ⅠA類
■：EN　絶滅危惧ⅠB類
■：VU　絶滅危惧Ⅱ類
■：NT　準絶滅危惧種

羽の色が美しく、人になつきやすく言葉を覚えるほど賢いことから
ペットとしても人気のインコ。そのために密猟されることも多く、グ
アテマラでは野生のミドリコンゴウインコは絶滅してしまっている。

コスタリカ

ネコ科動物としてはアメリカ大陸最大で、熱帯雨林の王者ともいえ
るジャガー。しかし、森林が減ることで獲物の数が少なくなり、生息
数が激減している。

9 ジャガー 8 ミドリコンゴウインコ
コスタリカ

NT

省・河南省）

カメの中でも最も美味とされ、乱獲の対象となったアオウミガメ。
今は多くの国で捕獲禁止になっているが、他の魚と共に漁網に掛
かってしまったり、ビニールなどのごみを誤って食べてしまったり
と、人間の活動が今も悪影響を与えている。

4 アオウミガメ
イラン
（ゲシュム島）

EN

VU

かつて東アジアの広い範囲で生息し、日本でも珍しくなかったト
キ。しかし、乱獲などにより激減、絶滅の危機にひんしていて、日本
でも一度は野生から絶滅。日本と中国は1985年からトキの保護と
増殖で協力を続けてきた。徐々に野生の個体数が増えてきた中国
で、地域住民の生活とトキの生存を両立させるための日中協力プ
ロジェクトが展開された。

レッサ パンダ

イランニシハイイロペリカン アマゾンマナティ

ニシロ ランドゴリラトキ （陝西省省・河南省）

かつてかつて東アジ東アジアの広アの広い範囲い範囲で生息で生息し、日し 日本でも本でも珍しく珍しくなかっなか たトたト でもカメカメの中中で中中 も最も美味とされ、乱獲の対象となったアオウミガメ。美味美味 乱獲乱獲 対象対象 な たな た ガガ

アオウミガメ （ゲシュム島）

ボルネオオランウ タン

ネコ科ネコ科動物と動物としてはしてはアメリアメリカ大陸カ大陸最大で最大で、、熱帯熱帯雨林の雨林の王者と王者ともいえもいえ

ジャガ

く、人く 人になつになつきやすきやすく言葉く言葉を覚えを覚えるほどるほど賢いこ賢いことからとから羽の色羽の色が美しが美しくく

ミドリコンゴウインコ

国内の動物園で、ユーモラスな立ち姿が話題になったレッサーパ
ンダ。実は、生息地の消失や毛皮などを目的とする密猟が原因で、
野生での生息数が減少している。個体を保護するだけでなく、レッ
サーパンダが生息する環境を守り、地域全体の生物多様性を維持
することが重要だ。

かつてはドイツから東欧にかけての湿地帯に多数生息していた、
世界最大のペリカン。繁殖地だった湿地の干拓が進み、現在の生
息数は1万5,000羽を下回っていると見られる。湿地の保全は、ペリ
カンはもちろん、他の水鳥や、湿地に生息するさまざまな生き物を
守ることにつながる。 →Ｐ8

イケメンゴリラ「シャバーニ」で話題のニシローランドゴリラは、西
アフリカの密林地帯の住人だ。しかし、森林破壊や密猟が原因で、
野生生息数は20万個体以下に減っている。その生息地域の一つ
で、国土の１割以上が国立公園に指定されているガボンでは、エコ
ツーリズムを通じて野生生物と人が共生し、ゴリラをはじめとした
野生動物を守る試みが続く。

水草を食べて生きる水生の哺乳類、マナティー。その中で最も小さ
いアマゾンマナティーは、南米の河川にすむ。小さいといっても、体
長2.8メートル、体重400キロ前後もあり、肉や皮などを目的に乱獲
されたことが原因で大きく数が減ってしまった。保護が始まった今で
も、周囲の森の開発などが進んでおり、生息環境の改善も不可欠だ。

「森の人」オランウータンの生息数は、過去100年間で80％減少し
たといわれる。主な原因は、オイルパームなどのプランテーション
開拓や違法伐採による森林の減少だ。近年は生息地であるインド
ネシアやマレーシアで森林火災が増え、オランウータンの生活の場
はさらに失われつつある。オランウータンはボルネオ島やスマトラ
島における森の象徴だが、一方で地域住民と生活の場を共有して
いるため、人と森の共存が必要だ。

→Ｐ8
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今
、
世
界
中
の
企
業
が
熱
い
視
線
を

注
ぐ
国
が
あ
る
。
長
年
に
わ
た
り
、
ア

メ
リ
カ
な
ど
が
核
開
発
問
題
を
理
由
に

経
済
制
裁
を
課
し
て
い
た
中
東
の
イ
ラ

ン
だ
。
今
年
１
月
に
制
裁
が
解
除
さ
れ

て
以
降
、
人
口
８
０
０
０
万
人
近
い
巨

大
市
場
、
そ
し
て
豊
富
な
石
油
や
天
然

ガ
ス
を
有
す
る
資
源
大
国
の
ポ
テ
ン
シ

ャ
ル
に
期
待
す
る
外
国
企
業
が
、
次
々

と
イ
ラ
ン
に
進
出
。
日
本
企
業
も
、
自

動
車
メ
ー
カ
ー
や
プ
ラ
ン
ト
大
手
、
商

社
な
ど
が
動
き
始
め
て
い
る
。

　
そ
ん
な
注
目
の
国
イ
ラ
ン
は
、
シ
ル

ク
ロ
ー
ド
を
通
じ
て
古
く
か
ら
日
本
と

交
流
が
あ
り
、
親
日
国
と
し
て
も
知
ら

れ
る
。
経
済
的
に
高
い
潜
在
力
を
秘
め

て
い
る
と
は
い
え
、
制
裁
の
影
響
に
よ

る
高
い
失
業
率
や
、
都
市
化
に
伴
う
環

境
破
壊
と
い
っ
た
課
題
に
も
直
面
し
て

お
り
、
日
本
は
環
境
な
ど
の
分
野
に
お

い
て
開
発
援
助
を
続
け
て
き
た
。

　
カ
ス
ピ
海
沿
岸
に
位
置
す
る
ギ
ラ
ン

州
。
こ
こ
で
５
年
前
か
ら
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
っ
て
い
る
の
が
、

渡
辺
仁
専
門
家
だ
。
渡
辺
専
門
家
は
、

渡
り
鳥
の
重
要
な
飛
来
地
と
し
て
ラ
ム

サ
ー
ル
条
約
に
登
録
さ
れ
て
い
る
ア
ン

ザ
リ
湿
原
を
保
全
す
る
た
め
の
取
り
組

み
を
続
け
て
い
る
。「
毎
年
、
10
万
羽

を
超
え
る
渡
り
鳥
が
飛
来
す
る
ア
ン
ザ

リ
湿
原
は
、
生
態
学
的
に
素
晴
ら
し
い

価
値
が
あ
り
ま
す
。
と
こ
ろ
が
現
地
の

人
た
ち
は
口
を
そ
ろ
え
て
、〝
湿
原
は

死
ん
で
し
ま
っ
た
〞
と
言
う
の
で
す
」。

　
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
の
登
録
か
ら
18
年

後
の
１
９
９
３
年
に
は
、
危
機
的
な
状

況
に
あ
る
湿
地
と
し
て
モ
ン
ト
ル
ー
レ

コ
ー
ド
に
追
加
さ
れ
た
ア
ン
ザ
リ
湿

原
。
そ
こ
に
は
い
く
つ
か
の
要
因
が
あ

る
。
都
市
排
水
の
流
入
に
よ
る
水
質
の

悪
化
、
上
流
か
ら
流
れ
て
く
る
土
砂
の

堆
積
な
ど
に
よ
る
湿
原
の
乾
燥
化
、
そ

れ
に
ご
み
の
流
入
に
よ
る
環
境
悪
化
も

深
刻
化
し
て
い
る
。「
初
め
て
湿
原
を

見
た
と
き
、
確
か
に
汚
染
が
進
ん
で
い

る
箇
所
は
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
だ
十
分

に
対
策
が
間
に
合
う
状
況
で
し
た
。
メ

デ
ィ
ア
の
情
報
な
ど
に
よ
っ
て
現
地
で

は
悲
観
的
な
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
す

が
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
を
払
拭
し
た
い
の

で
す
」
と
渡
辺
専
門
家
は
話
す
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
最
大
の
目
的
は
、
湿

原
の
管
理
体
制
を
強
化
す
る
こ
と
だ
。

２
０
１
１
年
に
は
、
イ
ラ
ン
環
境
庁
ギ

ラ
ン
州
事
務
所
を
事
務
局
と
す
る
「
ア

ン
ザ
リ
湿
原
管
理
委
員
会（
A
W
M
C
）」

が
設
立
さ
れ
た
。

　
農
業
開
発
推
進
省
、
教
育
局
、
文
化

遺
産
観
光
局
、
上
下
水
道
公
社
な
ど
の

関
係
機
関
に
よ
る
組
織
横
断
的
な
管
理

主
体
が
設
立
さ
れ
た
こ
と
は
一
つ
の
成

果
で
あ
り
、
現
在
は
そ
の
機
能
を
強
化

す
る
た
め
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

　
A
W
M
C
の
下
に
は
、
流
域
管
理
、

汚
水
管
理
、
廃
棄
物
管
理
、
湿
原
生
態

系
保
全
、
環
境
教
育
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ

ム
の
６
分
野
か
ら
成
る
サ
ブ
委
員
会
が

あ
り
、
各
分
野
で
日
本
人
専
門
家
が
技

術
協
力
を
行
っ
て
い
る
。
渡
辺
専
門
家

が
担
当
す
る
の
は
、
湿
原
生
態
系
保
全

と
環
境
教
育
だ
。
中
学
生
の
こ
ろ
に
双

眼
鏡
で
鳥
を
観
察
し
て
、
ス
ズ
メ
や
ハ

ト
以
外
に
も
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
鳥
が

い
る
こ
と
に
気
付
い
た
体
験
が
、
生
物

に
興
味
を
持
つ
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と

い
う
渡
辺
専
門
家
。
大
学
卒
業
後
は
、

周辺の河川から湿原に流入するごみ

日
本
工
営
株
式
会
社
の
環
境
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
と
し
て
、
19
年
間
に
わ
た
り
日

本
国
内
の
案
件
に
従
事
。
そ
の
後
、
ア

ン
ザ
リ
湿
原
の
先
行
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

皮
切
り
に
、
ベ
ト
ナ
ム
や
イ
ン
ド
な
ど

の
海
外
案
件
に
も
携
わ
っ
て
き
た
。

　「
イ
ラ
ン
と
日
本
と
で
生
態
系
が
異

な
る
難
し
さ
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以

前
に
苦
労
し
て
い
る
の
が
、
湿
原
に
関

す
る
デ
ー
タ
が
ほ
と
ん
ど
な
い
こ
と
で

す
。
ど
ん
な
生
物
が
ど
れ
だ
け
の
数
存

在
す
る
の
か
が
分
か
ら
な
け
れ
ば
、
変

化
を
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
た
り
、
改
善
策

を
立
て
た
り
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
」
と
渡
辺
専
門
家
。
そ
こ
で
、
ま
ず

は
鳥
類
と
哺
乳
類
の
生
態
調
査
を
行
う

こ
と
に
し
た
。
長
年
の
経
験
を
踏
ま
え

て
渡
辺
専
門
家
が
大
切
に
し
て
い
る
の

は
、〝
現
場
を
見
る
〞
こ
と
だ
。「
趣
味

も
兼
ね
て
で
す
が
、
週
末
は
ほ
ぼ
毎
日

湿
原
に
出
掛
け
て
、
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ

注
目
集
ま
る
中
東
の
大
国

そ
の
陰
で
湿
原
が
危
機
に

特集  生物多様性
３千万種の宝

生命の宝庫 未来へとつなぐ
緑豊かな湿原にやって来る渡り鳥や、ペルシャ湾に生きるさまざまな海洋生物。

イランは、中東地域の中でも特に生物多様性に富んでいる。
その自然の恵みを将来に残していくため、日本は長年にわたってイランへの支援を続けてきた。

地
道
な
調
査
か
ら

徐
々
に
生
態
系
が
明
ら
か
に

ドローンを使って空撮したアンザリ湿原。ドローンは簡単な測量ができたり、
違法な農地を発見できたりと、さまざまな面で活動の役に立っている

From  Iran
イラン

美しい羽を持つ
オオフラミンゴの群れ

ゲシュム島

アンザリ湿原

テヘラン

カモメの仲間であるクロハラアジサシは、
湿地に浮いている水草の上に卵を産む

カメラトラップによって、
キンイロジャッカルが確認された

プロジェクトチームの
Youtubeのページで
は、アンザリ湿原の美
しい光景や動植物の
紹介動画などをご覧
になれます。
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ン
グ
を
し
た
り
写
真
を
撮
っ
た
り
し
て

い
ま
す
。
先
日
は
、
エ
コ
ツ
ー
リ
ズ
ム

の
専
門
家
が
持
っ
て
い
た
カ
ヤ
ッ
ク
を

使
っ
て
湿
原
に
入
り
ま
し
た
。
モ
ー
タ

ー
ボ
ー
ト
で
は
進
め
な
い
浅
い
場
所
に

も
入
る
こ
と
が
で
き
、
水
の
流
れ
や
生

態
系
が
よ
く
分
か
り
ま
し
た
」。

　
約
１
年
か
け
て
調
査
し
た
結
果
、
ア

ン
ザ
リ
湿
原
に
は
2
4
3
種
の
鳥
類
が

い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。哺
乳
類
は
、

夜
間
で
も
撮
影
可
能
な
赤
外
線
セ
ン
タ

ー
を
用
い
た
カ
メ
ラ
ト
ラ
ッ
プ
を
導
入

し
て
調
査
し
た
結
果
、
ユ
ー
ラ
シ
ア
カ

ワ
ウ
ソ
（Lutra lutra

）
や
キ
ン
イ
ロ

ジ
ャ
ッ
カ
ル
（Canis aureus

）
な
ど

19
種
が
確
認
さ
れ
た
。
ユ
ー
ラ
シ
ア
カ

ワ
ウ
ソ
は
魚
を
食
べ
る
た
め
、
湿
原
の

生
物
多
様
性
を
測
る
た
め
の
重
要
な
指

標
に
な
る
と
い
う
。

　
ま
た
、
絶
滅
危
惧
種
に
指
定
さ
れ
て

い
る
ニ
シ
ハ
イ
イ
ロ
ペ
リ
カ
ン
（Pele-

canus crispus

）
の
調
査
で
は
、「
サ

テ
ラ
イ
ト
・
ト
ラ
ッ
キ
ン
グ
」
を
行
っ

た
。
こ
れ
は
、
対
象
物
に
発
信
機
を
装

着
し
て
、
人
工
衛
星
を
利
用
し
な
が
ら

現
在
地
を
追
跡
す
る
調
査
手
法
だ
。
ア

ン
ザ
リ
湿
原
で
越
冬
し
た
ニ
シ
ハ
イ
イ

ロ
ペ
リ
カ
ン
は
、
カ
ス
ピ
海
西
岸
沿
い

に
他
の
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
湿
地
を
中
継

し
な
が
ら
北
上
し
、
ロ
シ
ア
の
繁
殖
地

ま
で
渡
っ
て
い
る
こ
と
が
確
認
さ
れ

た
。
渡
辺
専
門
家
は
、「
渡
り
鳥
の
保

全
は
、
国
単
位
で
は
な
く
国
際
的
な
協

力
が
必
要
に
な
る
た
め
、
今
後
は
、
ロ

シ
ア
な
ど
近
隣
諸
国
と
の
連
携
も
視
野

に
入
れ
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
す
。

　
渡
辺
専
門
家
と
行
動
を
共
に
す
る
現

地
職
員
の
意
識
も
変
わ
っ
て
き
て
い

る
。
そ
の
一
人
が
、
環
境
庁
ギ
ラ
ン
州

事
務
所
の
ア
ッ
バ
ス
・
ア
シ
ョ
ー
リ
さ

ん
だ
。
ア
シ
ョ
ー
リ
さ
ん
は
調
査
の
最

中
に
、
そ
れ
ま
で
見
た
こ
と
の
な
い
植

物
を
湿
原
内
で
発
見
。調
べ
て
み
る
と
、

侵
略
的
外
来
種
で
あ
る
ホ
テ
イ
ア
オ
イ

だ
と
分
か
っ
た
の
だ
。
ホ
テ
イ
ア
オ
イ

は
、
放
っ
て
お
く
と
た
ち
ま
ち
水
面
を

覆
い
尽
く
し
て
し
ま
う
た
め
、
ア
シ
ョ

ー
リ
さ
ん
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
取

り
、
す
ぐ
に
防
除
に
取
り
掛
か
っ
た
。

「
も
と
も
と
彼
は
鳥
類
の
専
門
家
と
し

て
調
査
や
研
究
に
は
熱
心
に
取
り
組
ん

で
い
ま
し
た
が
、
鳥
以
外
の
保
全
活
動

に
も
関
心
を
持
ち
始
め
て
い
る
こ
と
を

う
れ
し
く
思
い
ま
す
」
と
渡
辺
専
門
家

は
話
す
。

　
湿
原
の
生
態
系
に
関
す
る
基
礎
的
な

デ
ー
タ
は
徐
々
に
集
ま
り
つ
つ
あ
り
、

今
後
の
目
標
は
、
湿
原
の
状
況
を
継
続

的
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
し
て
い
く
体
制
を

構
築
す
る
こ
と
だ
。
ま
た
、
環
境
教
育

の
分
野
で
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
作
成

し
た
教
材
や
ビ
デ
オ
を
よ
り
有
効
に
活

用
す
る
た
め
、
小
中
学
校
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
に
ア
ン
ザ
リ
湿
原
に
関
す
る
教
育

を
導
入
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

　
渡
辺
専
門
家
は
、「
将
来
的
に
は
、

ア
ン
ザ
リ
湿
原
が
モ
ン
ト
ル
ー
レ
コ
ー

ド
か
ら
外
れ
、
そ
の
経
験
が
モ
デ
ル
と

な
っ
て
国
内
の
他
の
湿
原
や
近
隣
諸
国

に
も
波
及
し
て
い
く
こ
と
が
目
標
で

す
」
と
意
気
込
む
。

　
一
方
、
ペ
ル
シ
ャ
湾
の
ホ
ル
ム
ズ
海

峡
上
に
浮
か
ぶ
ゲ
シ
ュ
ム
島
。
自
由
特

区
に
指
定
さ
れ
、
貿
易
や
経
済
の
拠
点

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
こ
の
島

で
も
、
生
物
多
様
性
を
守
る
た
め
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
動
き
始
め
て
い
る
。

　「
島
北
部
の
ハ
ラ
保
護
区
で
は
、
ペ

ル
シ
ャ
湾
最
大
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
が

渡
り
鳥
を
は
じ
め
と
す
る
生
態
系
を
支

え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
周
辺
の
海
域
に

は
、
絶
滅
危
惧
種
の
ア
オ
ウ
ミ
ガ
メ
や

タ
イ
マ
イ
な
ど
も
多
く
生
息
し
て
い
ま

す
。
と
こ
ろ
が
、
大
規
模
な
イ
ン
フ
ラ

開
発
や
石
油
・
ガ
ス
開
発
、
観
光
開
発

に
よ
る
生
態
系
へ
の
影
響
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
の
で
す
」。
こ
う
指
摘
す
る
の

は
、
ゲ
シ
ュ
ム
島
の
〝
エ
コ
ア
イ
ラ
ン

ド
〞
構
想
の
実
現
に
向
け
た
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
に
携
わ
る
井
口
次
郎
専
門
家
だ
。

　
こ
の
エ
コ
ア
イ
ラ
ン
ド
構
想
は
、
環

境
に
配
慮
し
た
経
済
特
区
の
開
発
、
貴

重
な
自
然
資
源
と
伝
統
の
保
全
、
地
域

住
民
の
格
差
是
正
の
三
つ
を
柱
に
掲
げ

て
い
る
。
特
に
地
域
住
民
の
格
差
是
正

に
お
い
て
は
、
住
民
へ
の
経
済
活
動
の

裨
益
が
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
ゲ
シ
ュ

ム
島
で
は
、
石
油
・
ガ
ス
産
業
は
国
の

利
益
と
な
る
も
の
の
、
島
の
住
民
の
雇

用
に
は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。
ま
た
、

多
く
の
住
民
が
手
工
芸
品
を
観
光
客
に

売
っ
て
生
計
を
立
て
て
い
る
が
、
技
術

や
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
手
法
が
未
熟
な
た

め
、
十
分
な
生
計
向
上
に
は
結
び
付
い

て
い
な
い
の
が
現
状
だ
。

　
そ
こ
で
、こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、

日
本
に
根
付
く
〝
里
山
・
里
海
コ
ン
セ

プ
ト
〞
を
適
用
し
、
住
民
参
加
型
に
よ

る
持
続
可
能
な
開
発
を
検
討
す
る
こ
と

に
し
て
い
る
。「
ハ
ラ
保
護
区
で
は
、

ラ
ク
ダ
な
ど
の
家
畜
の
餌
に
す
る
た
め

に
、
住
民
に
よ
る
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
の

枝
打
ち
も
盛
ん
に
行
わ
れ
て
お
り
、
住

民
の
生
計
向
上
と
自
然
生
態
系
の
保
全

を
両
立
さ
せ
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
」
と
井
口
専
門
家
。
今
後
は
、
エ

コ
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
推
進
な
ど
の
モ
デ
ル

事
業
を
計
画
・
実
施
し
て
、
ゲ
シ
ュ
ム

島
に
お
け
る
里
山
・
里
海
コ
ン
セ
プ
ト

の
具
体
的
な
手
法
を
、
地
域
開
発
マ
ス

タ
ー
プ
ラ
ン
に
取
り
ま
と
め
る
こ
と
を

目
指
す
。

　
ま
た
、タ
イ
マ
イ
の
産
卵
地
保
護
や
、

ウ
ミ
ガ
メ
を
意
図
せ
ず
に
捕
獲
し
て
し

ま
う
混
獲
防
止
、
イ
ル
カ
観
光
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
の
運
用
な
ど
、
島
の
宝
で
あ
る

海
洋
生
物
の
保
全
に
向
け
た
モ
デ
ル
事

業
の
計
画
も
進
め
ら
れ
て
い
る
。
井
口

専
門
家
は
、「
ゲ
シ
ュ
ム
島
は
地
質
・

高
ま
る
保
全
の
意
識

周
辺
地
域
の
モ
デ
ル
を
目
指
す

特集  生物多様性
３千万種の宝

生
態
学
的
な
価
値
か
ら
、
国
連
教
育
科

学
文
化
機
関
（
U
N
E
S
C
O
）
が
支

援
す
る
世
界
ジ
オ
パ
ー
ク
に
登
録
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
後
、
管

理
面
で
の
問
題
か
ら
登
録
が
解
除
さ
れ

ま
し
た
。
今
、
そ
れ
を
も
う
一
度
復
活

さ
せ
た
い
と
い
う
思
い
で
取
り
組
ん
で

い
ま
す
」
と
力
強
く
語
る
。

　
開
か
れ
た
一
大
市
場
に
、
世
界
か
ら

の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
イ
ラ
ン
。
日

本
、
そ
し
て
国
際
社
会
が
協
力
し
て
支

え
て
い
る
美
し
い
自
然
と
豊
か
な
生
態

系
に
も
、
多
く
の
注
目
が
集
ま
る
こ
と

を
願
い
た
い
。

ハラ保護区のマングローブ林の脇では、無計画な船着き場の
建設が進んでいる

住民と共に、里山・里海の考え方を取り入れた地域開発を検
討した

アンザリ湿原での環境教育の様子。湿原を見渡せるウォッチングタワー
から、野鳥を観察した

外来種のホテイアオイの防除作業を行うアショーリさん（右から２人目）

ニシハイイロペリカンに発信機を装着する渡辺専門家（左）

タイマイの産卵の様子。ゲシュム島の
海岸には多数の産卵地が確認されて
おり、保護活動も行われている

島
の
生
態
系
を
守
り
た
い

住
民
と
共
に
立
ち
向
か
う
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国
土
の
陸
地
面
積
の
約
半
分
が
森
林

に
覆
わ
れ
て
い
る
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に

は
、
世
界
の
野
生
動
植
物
種
の
お
よ
そ

生
物
多
様
性
の
宝
庫
で

進
む
森
林
開
発

支
援
す
る
J
I
C
A
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

小
林
浩
専
門
家
だ
。
１
９
８
９
年
か
ら

青
年
海
外
協
力
隊
員
と
し
て
４
年
間
、

１
９
９
４
年
か
ら
J
I
C
A
専
門
家
と

し
て
３
年
間
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
鳥
類

の
調
査
を
指
導
し
た
経
験
を
持
つ
小
林

さ
ん
は
、
今
回
、
再
び
こ
の
地
で
同
様

の
調
査
に
携
わ
る
喜
び
を
か
み
し
め
て

い
る
。

　
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
生
物
多
様
性

の
維
持
・
改
善
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な

取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
ら

は
活
動
の
一
部
に
過
ぎ
な
い
。
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
の
最
終
的
な
狙
い
は
、
西
カ
リ

マ
ン
タ
ン
州
な
ど
の
地
域
が
、
森
林
保

全
と
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
を
促
進
す

る
仕
組
み
で
あ
る
「
R
E
D
D
＋
」
を

実
施
で
き
る
体
制
を
整
え

る
こ
と
だ
。

　
R
E
D
D
＋
は
、
２
０

０
７
年
の
国
連
気
候
変
動

枠
組
条
約
第
13
回
締
約
国

会
議
（
C
O
P
13
）
で
提

唱
さ
れ
た
も
の
で
、
開
発

途
上
国
の
森
林
保
全
や
温
室
効
果
ガ
ス

排
出
削
減
の
取
り
組
み
の
成
果
に
対
し

て
、
先
進
国
が
経
済
的
な
見
返
り
を
提

供
す
る
仕
組
み
だ
。

　
現
在
、R
E
D
D
＋
実
施
に
向
け
て
、

国
レ
ベ
ル
で
各
種
デ
ー
タ
や
制
度
が
整

え
ら
れ
つ
つ
あ
り
、
こ
れ
と
整
合
性
を

取
る
か
た
ち
で
、
西
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州

な
ど
で
も
州
レ
ベ
ル
の
実
施
メ
カ
ニ
ズ

ム
の
構
築
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

　
R
E
D
D
＋
を
通
じ
て
生
き
物
の
す

み
か
で
あ
る
森
や
環
境
を
守
る
一
方

で
、
生
物
多
様
性
に
関
す
る
知
識
を
持

っ
た
人
材
を
育
て
る
こ
と
も
重
要
だ
。

小
林
さ
ん
は
、
グ
ヌ
ン
パ
ル
ン
国
立
公

園
で
生
態
系
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
担
当

す
る
生
態
系
管
理
官
や
、
森
林
警
察
官

た
ち
に
、
園
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
生
物
の

生
息
状
況
を
調
査
す
る
た
め
に
必
要
な

技
術
を
指
導
し
て
い
る
。

　「
か
ご
罠
や
カ
ス
ミ
網
、
カ
メ
ラ
ト

ラ
ッ
プ
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま
な
手
法
を
使

い
、
園
内
で
小
型
哺
乳
類
や
鳥
類
、
両

生
類
、
爬
虫
類
な
ど
の
生
き
物
の
種
類

や
個
体
数
を
記
録
す
る
方
法
を
伝
え
て

い
ま
す
。
職
員
は
み
な
真
剣
で
、
今
年

５
月
に
実
施
し
た
最
後
の
実
習
時
に

は
、
独
力
で
調
査
が
で
き
る
ま
で
に
な

り
ま
し
た
」
と
、
小
林
さ
ん
は
職
員
ら

の
成
長
に
手
応
え
を
感
じ
て
い
る
。

　
ま
た
、
昨
年
11
月
に
は
日
本
で
の
研

修
も
実
施
。
グ
ヌ
ン
パ
ル
ン
国
立
公
園

特集  生物多様性
３千万種の宝

の
職
員
ら
が
、
環
境
省
自
然
環
境
局
の

国
立
公
園
課
や
同
局
生
物
多
様
性
セ
ン

タ
ー
、林
野
庁
林
政
部
な
ど
を
訪
問
し
、

生
物
多
様
性
保
全
の
役
割
や
意
義
に
つ

い
て
理
解
を
深
め
た
。

　
小
林
さ
ん
は
、「
日
本

の
生
物
多
様
性
基
本
法

に
は
、〝
生
物
多
様
性
を

守
る
た
め
に
は
、
国
だ

け
で
な
く
地
方
自
治
体

や
民
間
企
業
、
国
民
の

参
加
が
必
要
だ
〞
と
明

記
さ
れ
て
い
ま
す
。
研

修
を
通
じ
て
、
国
か
ら

現
場
ま
で
、
そ
れ
ぞ
れ

が
役
割
を
果
た
し
な
が

ら
協
働
す
る
こ
と
の
重

要
性
が
伝
わ
っ
た
よ
う

で
す
」
と
話
す
。

　
さ
ら
に
、
研
修
員
た
ち
は
尾
瀬
に
お

け
る
共
同
管
理
の
事
例
の
講
義
を
受
け

た
他
、
屋
久
島
と
西
表
島
の
国
立
公
園

を
視
察
。
生
物
多
様
性
保
全
の
取
り
組

み
を
グ
ヌ
ン
パ
ル
ン
国
立
公
園
に
適
用

す
べ
く
、
課
題
を
整
理
し
た
。

　「
グ
ヌ
ン
パ
ル
ン
国
立
公
園
で
は
、

森
林
の
違
法
伐
採
は
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、
イ
ノ
シ
シ
や
鳥
類
な
ど
の
密

猟
は
増
え
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。
今
後

は
、
生
物
の
基
礎
デ
ー
タ
の
調
査
だ
け

で
な
く
、
こ
う
し
た
違
法
行
為
の
現
状

把
握
や
対
策
、
保
全
活
動
の
企
画
能
力

の
向
上
も
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
」。

小
林
さ
ん
ら
の
努
力
が
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
の
森
の
命
を
輝
か
せ
続
け
て
い
る
。

念
さ
れ
て
い
る
。

　
国
連
食
糧
農
業
機
関
（
F
A
O
） 

の

推
計
に
よ
る
と
、イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
は
、

１
９
９
０
〜
２
０
０
０
年
の
間
に
年
間

平
均
１
９
１
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
森
林
が

失
わ
れ
た
。
そ
の
後
、
森
林
減
少
の
ス

ピ
ー
ド
は
や
や
鈍
化
し
た
も
の
の
、
依

然
と
し
て
大
量
の
熱
帯
林
が
伐
採
さ
れ

続
け
て
い
る
。

　
中
で
も
、
対
策
が
遅
れ
て
い
る
の
が

カ
リ
マ
ン
タ
ン
島
の
西
カ
リ
マ
ン
タ
ン

州
だ
。
同
州
で
は
、
開
発
や
森
林
火
災

な
ど
に
よ
っ
て
、
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
や

テ
ン
グ
ザ
ル
な
ど
の
希
少
種
の
生
息
地

が
減
っ
て
い
る
と
い
う
。

　「
こ
れ
ら
の
大
型
の
動
物
に
つ
い
て

は
、
現
地
政
府
や
さ
ま
ざ
ま
な
国
際
組

織
が
保
護
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

小
・
中
型
の
哺
乳
類
や
鳥
類
、
魚
類
、

昆
虫
類
な
ど
は
、
生
物
多
様
性
を
議
論

す
る
上
で
重
要
な
基
礎
的
な
デ
ー
タ
が

そ
ろ
っ
て
い
な
い
状
況
で
す
」。
そ
う

話
す
の
は
、
西
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
の
森

林
減
少
の
抑
制
や
関
連
制
度
の
整
備
を

生
息
状
況
を
知
る
こ
と
が
第
一
歩

森
の
生
物
の
守
り
人
を
育
て
る

20
パ
ー
セ
ン
ト
が
生
息
し
て
い
る
。
し

か
し
、
１
９
７
０
年
代
に
大
規
模
な
森

林
開
発
が
始
ま
っ
て
か
ら
、
動
物
た
ち

は
す
み
か
を
追
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
さ
ら
に
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
放
出

に
よ
る
地
球
温
暖
化
へ
の
悪
影
響
も
懸

グヌンパルン国立公園の森。木の上では
テングザルが休憩中だ

カザリショウビンのオス（カスミ網調査
で記録）。カワセミの仲間では珍しく、オ
スとメスの色がはっきりと異なる。主に
原生林に生息している

ミツユビカワセミ（カスミ
網調査で記録）。日本の
カワセミより小型のかわ
いらしい鳥。公園内に広
く分布する 

レ
ッ
ド
プ
ラ
ス

広
大
な
森
林
を
持
つ
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
は
、
数
多
く
の
生
物
が
息
づ
い
て
い
る
。

し
か
し
、
森
林
開
発
に
伴
っ
て
、
生
物
の
す
み
か
は
減
り
つ
つ
あ
る
。

生
物
多
様
性
を
守
る
た
め
、
カ
リ
マ
ン
タ
ン
島
・
西
カ
リ
マ
ン
タ
ン
州
の
国
立
公
園
で
は
、

生
態
系
管
理
に
関
す
る
能
力
を
強
化
す
る
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

森
の
命
を
守
る
、輝
か
せ
続
け
る

From  Indonesia
インドネシア

採集した魚類を計測するグヌンパルン国立公園の職員。こうした計測にも経験
が必要だ。数をこなしながら技術を身に付けていく

西カリマンタン州

わ
な
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動
物
園
の
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

希
少
生
物
保
護
で
連
携

種
類
の
動
物
の
繁
殖
を
行
っ
て
い
ま

す
。
横
浜
市
の
三
つ
の
動
物
園
の
飼
育

動
物
を
主
な
対
象
と
し
た
繁
殖
の
た
め

の
調
査
研
究
を
は
じ
め
、〝
冷
凍
動
物

園
〞
と
も
呼
ば
れ
る
動
物
の
精
子
や
卵

子
の
保
存
研
究
に
も
取
り
組
ん
で
い
ま

す
」

　
近
年
で
は
、
単
に
動
物
を
飼
育
・
展

示
す
る
だ
け
で
な
く
、
希
少
な
動
物
を

保
護
し
、
繁
殖
さ
せ
る
こ
と
が
、
動
物

園
の
重
要
な
役
割
と
認
識
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。
１
９
９
９
年
、
ズ
ー

ラ
シ
ア
の
開
園
と
同
時
に
、
横
浜
市
繁

殖
セ
ン
タ
ー
が
設
立
さ
れ
た
の
も
、
こ

う
し
た
流
れ
を
受
け
て
の
こ
と
だ
。
動

物
の
保
護
と
繁
殖
に
つ
い
て
の
知
恵
を

学
ぶ
た
め
の
国
境
を
越
え
た
技
術
交
流

も
、今
で
は
当
た
り
前
に
な
っ
て
い
る
。

　
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
国
と
交
流
を
続

け
て
き
た
横
浜
市
の
動
物
園
が
、
２
０

０
８
年
に
技
術
協
力
を
始
め
た
の
が
、

特集  生物多様性
３千万種の宝

ア
フ
リ
カ
の
内
陸
国
ウ
ガ

ン
ダ
に
あ
る
ウ
ガ
ン
ダ
野

生
生
物
教
育
セ
ン
タ
ー

（
Ｕ
Ｗ
Ｅ
Ｃ
）
だ
。

　
ア
フ
リ
カ
最
大
の
湖
、

ビ
ク
ト
リ
ア
湖
に
面
し
、

水
と
緑
に
恵
ま
れ
た
ウ
ガ

ン
ダ
に
は
、
多
く
の
野
生

動
物
が
暮
ら
し
て
い
る
。

Ｕ
Ｗ
Ｅ
Ｃ
は
１
９
５
２

年
、
違
法
取
引
で
押
収
さ

れ
た
り
、
野
生
で
怪
我
を

し
た
り
し
た
動
物
の
保
護

施
設
と
し
て
設
立
さ
れ
、

国
内
唯
一
の
動
物
園
と
し

て
親
し
ま
れ
て
き
た
。
94

年
に
「
動
物
の
保
全
教
育

を
推
進
す
る
セ
ン
タ
ー
」

と
名
前
を
変
え
、
昨
年
の

年
間
来
園
者
数
は
30
万
人

を
超
え
た
。

　
ウ
ガ
ン
ダ
と
の
協
力
の
柱
は
三
つ
あ

る
。
一
つ
目
は
、
獣
医
の
技
術
研
修
。

二
つ
目
は
、
飼
育
動
物
の
繁
殖
、
管
理

方
法
な
ど
に
関
す
る
研
修
。三
つ
目
は
、

来
園
者
向
け
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
作

成
だ
。
毎
年
、
ウ
ガ
ン
ダ
か
ら
現
場
ス

タ
ッ
フ
や
管
理
職
員
が
来
日
し
て
横
浜

市
の
動
物
園
で
一
カ
月
間
の
研
修
を
受

け
る
一
方
、
横
浜
市
か
ら
も
専
門
家
が

２
週
間
、Ｕ
Ｗ
Ｅ
Ｃ
を
訪
問
し
て
現
地

の
状
況
を
確
認
し
、
技
術
指
導
や
意
見

交
換
を
行
っ
て
い
る
。　

　
実
際
に
Ｕ
Ｗ
Ｅ
Ｃ
職
員
と
交
流
す
る

中
で
、
長
倉
さ
ん
は
日
本
と
ウ
ガ
ン
ダ

の
課
題
へ
の
取
り
組
み
方
の
違
い
に
気

付
い
た
と
い
う
。「
日
本
で
は
、
研
修
と

い
う
と
一
つ
の
目
的
を
定
め
て
、
そ
の

目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
決
め
ら
れ
た

計
画
を
着
々
と
こ
な
し
て
い
く
こ
と
が

多
い
の
で
す
が
、
ウ
ガ
ン
ダ
の
人
た
ち

は
研
修
で
新
し
い
技
術
を
身
に
付
け
る

と
、
そ
れ
を
生
か
し
て
新
し
い
こ
と
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
す
る
の
で
す
」

　
例
え
ば
、
鳥
の
卵
を
人
工
的
に
ふ
化

さ
せ
る
と
き
も
、
横
浜
市
の
動
物
園
が

提
供
し
た
ふ
卵
器
で
着
実
に
多
く
の
卵

を
か
え
す
の
で
は
な
く
、
別
の
ふ
卵
器

に
応
用
で
き
な
い
か
試
し
て
み
る
の

だ
。
そ
の
結
果
、
ふ
化
す
る
卵
は
予
想

よ
り
減
っ
て
し
ま
う
。
一
見
、
効
率
が

悪
い
よ
う
に
見
え
る
が
、
実
は
そ
う
し

た
チ
ャ
レ
ン
ジ
は
、
停
電
が
多
く
、
常

に
全
て
の
ふ
卵
器
が
稼
動
し
て
い
る
と

は
限
ら
な
い
ウ
ガ
ン
ダ
で
、
状
況
に
柔

軟
に
対
応
す
る
た
め
の
工
夫
だ
っ
た
。

　
も
う
一
つ
、
ウ
ガ
ン
ダ
の
職
員
は
自

分
た
ち
の
仕
事
の
範
囲
を
明
確
に
区
切

っ
て
い
て
、
他
人
の
仕
事
と
考
え
た
こ

と
に
は
一
切
手
を
出
さ
ず
、
工
夫
も
凝

ら
さ
な
い
傾
向
が
あ
っ
た
。
一
方
、
日

本
で
は
直
接
動
物
の
世
話
を
す
る
飼
育

員
が
、
獣
医
や
同
僚
と
相
談
し
て
よ
り

よ
い
飼
育
の
方
法
を
考
え
た
り
、
来
園

者
へ
の
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
っ
た
り

し
て
い
る
。
横
浜
市
の
動
物
園
で
飼
育

係
の
そ
う
し
た
姿
に
触
れ
た
こ
と
で
、

　
　
　
　
　
　
　

　
横
浜
市
の
丘
陵
地
帯
に
広
が
る
、
よ

こ
は
ま
動
物
園
ズ
ー
ラ
シ
ア
。
２
０
１

５
年
４
月
に「
ア
フ
リ
カ
の
サ
バ
ン
ナ
」

が
全
面
開
園
し
、
一
年
間
で
１
２
１
万

人
が
訪
れ
た
人
気
ス
ポ
ッ
ト
だ
。

　「
横
浜
市
に
は
三
つ
の
動
物
園
が
あ

り
ま
す
。
動
物
が
本
来
生
活
し
て
い
た

環
境
に
近
い
〝
生
息
環
境
展
示
〞
を
行

う
ズ
ー
ラ
シ
ア
、
横
浜
の
街
の
中
心
部

に
あ
っ
て
気
軽
に
動
物
と
出
会
え
る
野

毛
山
動
物
園
、
そ
し
て
、
世
界
の
草
食

動
物
を
中
心
に
飼
育
す
る
、
森
に
囲
ま

れ
た
金
沢
動
物
園
。
合
わ
せ
て
２
０
０

種
以
上
、
お
よ
そ
４
０
０
０
頭
を
飼
育

し
て
い
ま
す
」。
三
つ
の
動
物
園
を
管

理
す
る
公
益
財
団
法
人
横
浜
市
緑
の
協

会
の
長
倉
か
す
み
さ
ん
は
、
そ
う
説
明

し
て
く
れ
た
。「
ま
た
、
ズ
ー
ラ
シ
ア

に
併
設
さ
れ
て
い
る
横
浜
市
繁
殖
セ
ン

タ
ー
で
は
、
絶
滅
危
惧
種
を
中
心
に
13

現
地
の
事
情
踏
ま
え
た

研
修
と
来
園
者
プ
ロ
グ
ラ
ム

自
分
た
ち
に
も
来
園
者
に
伝
え
た
い
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
生
ま
れ
、
来
園
者
向
け
の

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
や
ガ
イ
ド
活
動
に
も

積
極
的
に
取
り
組
む
よ
う
に
な
っ
た
。

　
日
本
の
動
物
園
で
人
気
の
高
い
「
動

物
と
の
触
れ
合
い
コ
ー
ナ
ー
」
は
、
横

浜
市
の
動
物
園
と
の
交
流
が
き
っ
か
け

で
Ｕ
Ｗ
Ｅ
Ｃ
に
も
作
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
。
野
生
動
物
が
豊
富
な
ウ
ガ
ン
ダ

で
も
、
希
少
な
動
物
が
い
る
の
は
国
立

公
園
内
な
ど
に
限
ら
れ
て
い
る
。
都
市

部
で
は
動
物
に
出
会
う
機
会
が
少
な

く
、
地
方
で
も
希
少
動
物
を
見
掛
け
る

こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
い
。
そ
こ
で
、Ｕ

Ｗ
Ｅ
Ｃ
内
に
身
近
な
生
き
物
と
触
れ
合

え
る
コ
ー
ナ
ー
を
作
る
と
と
も
に
、
私

た
ち
の
生
活
が
い
か
に
生
き
物
に
支
え

ら
れ
て
い
る
か
を
学
ぶ
活
動
も
展
開
し

て
い
く
予
定
だ
と
い
う
。

　「
長
年
、
ウ
ガ
ン
ダ
の
人
た
ち
と
交

流
し
た
お
か
げ
で
、
現
地
の
人
た
ち
の

考
え
方
が
分
か
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま

し
た
。
交
流
を
通
し
て
、
私
た
ち
も
知

識
を
再
確
認
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
長

倉
さ
ん
。
文
化
の
違
い
を
超
え
て
、
動

物
た
ち
を
守
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
が

見
え
て
き
た
と
い
う
。

　
日
本
に
は
、
動
物
園
が
お
よ
そ
90
カ

所
、
水
族
館
が
60
カ
所
あ
る
。「
み
ん

な
で
協
力
す
れ
ば
、
た
く
さ
ん
の
動
物

を
守
れ
る
は
ず
で
す
」
と
長
倉
さ
ん
は

強
調
す
る
。
こ
の
夏
、
動
物
園
に
遊
び

に
行
っ
た
と
き
は
、
ぜ
ひ
希
少
な
生
き

物
を
守
る
活
動
に
つ
い
て
考
え
て
み
て

ほ
し
い
。

動物を取り巻く問題を考える教育活動「アフリカンクルーズ」は、職員自らが脚本を考え、演じる
寸劇プログラムだ

内視鏡を使ってハゲワシの性別を調べる。獣医の技術を高めるのも、
研修の目的の一つだ エンテベ

街中ではまず出会う機会がないキリンにえさをやる来園者

世
界
中
の
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物
と
出
会
え
る
動
物
園
。

子
ど
も
に
も
大
人
に
も
人
気
の
施
設
だ
が
、
そ
の
役
割
は
他
に
も
あ
る
。

横
浜
市
の
動
物
園
が
、
ア
フ
リ
カ
で
も
有
数
の
野
生
動
物
の
王
国
ウ
ガ
ン
ダ
と

共
に
進
め
て
い
る
取
り
組
み
と
は
。

動
物
園
の
も
う
一
つ
の
仕
事

From  Uganda
ウガンダ

チンパンジー飼育場に消防ホースを
取り付けたところ（右）、チンパンジー
たちがホースを使って遊び始めた（左）
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国

仙台市 八木山動物公園

特

多摩動物公園

徴は、動物を自由な姿で展示するため、
檻の代わりに壕で仕切るようにしている

こと。また、野生で群れをつくる動物は、なるべく
群れで飼育するようにしている。アジア園、アフリ
カ園、オーストラリア園、昆虫園に分かれた園内
では、約320種を飼育。スカイウォーク・タワーで
は、オランウータンの身軽で軽快な枝渡りが見ら
れるほか、ケージの中に入って鳥類を間近に観
察できるウォークインバードケージも人気だ。

夏
休
み
、
多
く
の
家
族
連
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
う
動
物
園

や
水
族
館
。
動
物
や
魚
の
飼
育
・
展
示
を
行
う
だ
け
で

な
く
、
世
界
の
希
少
な
野
生
生
物
の
保
護
や
研
究
に
も

取
り
組
ん
で
い
る
こ
と
を
ご
存
じ
だ
ろ
う
か
。
こ
の
夏

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物
と
触
れ
合
い
な
が
ら
、
生
物

多
様
性
の
大
切
さ
に
つ
い
て
学
ん
で
み
よ
う
！

生
物
多
様
性
を

楽
し
く
学
ぼ
う

行
っ
て
！ 

見
て
！ 
触
っ
て
！

園内のビジターセンターには、アミメキ
リンの全身骨格や、スマトラトラの剥製

などが展示されているほか、研修室では大人向けのセミナーも開催。
オウム・インコの日（6月15日）、ゾウの日（4月28日）、サイの日（9月22
日）にちなみ、生態や環境問題を紹介するイベントも開かれている。

●〒669-1546
兵庫県三田市弥生が丘6
TEL：079-559-2001

兵庫県立
人と自然の博物館

●〒078-8205
北海道旭川市東旭川町倉沼
TEL：0166-36-1104

19

旭川市 旭山動物園

67年に開園した日本最北の動物園。水中ト
ンネルを設置した「ぺんぎん館」や、高さ17

メートルの塔がある「おらんうーたん舎」など、動物
が持つ本来の感性や能力を発揮できるような施設
づくりをしていることが特徴だ。夏休み期間中には、
普段なかなか見ることができない動物の夜の表情
や行動が見られる「夜の動物園」が開催される。

●〒241-0001
神奈川県横浜市旭区上白根町1175-1
TEL：045-959-1000

約 110種の動物を飼育。オカピ、イン
ドライオン、テングザル、セスジキ

ノボリカンガルーといった希少種を多く
展示し、繁殖にも取り組んでいる。いちお
しは、昨年4月に全面開園した「アフリカ
のサバンナ」ゾーン。動物の生息環境を
再現した展示法で、より野生に近い姿を
見ることができる。夜8時半まで開園を延
長する「ナイトズーラシア」や、初開催とな
る「お絵かきアニマルズ」など、夏休みイ
ベントも盛りだくさんだ。

●〒971-8101
福島県いわき市小名浜字辰巳町50
TEL：0246-73-2525

環境水族館
アクアマリンふくしま

ニシゴリラのドンは国内最高齢の47歳
教材作成の手法を学ぶチン
バザザ動植物公園の職員

モウコノウマやタイリクオオカミが見られる「アジ
アの平原」ゾーン

正門では巨大なゾウのオブジェがお出迎え

ボルネオ島に、昆虫標本を保管
できる収蔵庫を設置

特別展「ひょうごの昆虫展」

来園者の人気投票で１位に輝いた
スマトラトラ（2012年撮影）

マダガスカルのチンバザザ動植物公園と協定を結
び、絶滅の危機にさらされる同国の固有生物の保
全や研究、教育普及活動に協力して取り組んでい
る。その一環として2008年から3年間、チンバザザ
動植物公園に対して、環境教育の指導者の育成や、
教材を作成する研修を実施。現在は両園が協力し
て、生物多様性や保全の大切さを伝え、持続可能な
生活を推進するための教育活動を展開している。

ここで学べる！

多くの野鳥がやって来る園内には、野鳥の観察スポット「野鳥びゅー」
が各所に設置されている。園内で配布されるチェックリストを手に、
さまざまな鳥を観察しながら身近な自然を感じてみよう。

こんな取り組みをしています！

JICAの研修事業で、アフリカからの研修員を受け入れた経験を持つ。
アフリカでは野生動物を見たことがない子どもが多く、生物多様性に
対する理解が乏しい。そこでこの研修では、生物保護関連の業務に携
わる人たちに、保護管理に関するノウハウや調査研究の手法などを
伝えた。園内を視察し、動物園の意義や役割について説明を受けた
研修員は、研修で学んだことを母国での活動に役立てている。

こんな取り組みをしています！

内最高齢のニシゴリラを飼育する
動物園。1980年代に始まったシジュ

ウカラガンの羽数回復事業では、日本への
渡りを復活させ、昨年の飛来数は2,000羽
を達成した。スマトラトラやホッキョクグマ
といった希少な動物や、アフリカゾウのト
レーニングの様子を間近で見ることができ
る。また、アフリカゾウやカバ、ニホンザル
などへの餌やりも体験できる。

●〒982-0801　
宮城県仙台市太白区八木山本町1-43
TEL：022-229-0631

●〒191-0042
東京都日野市程久保7-1-1
TEL：042-591-1611

三角トンネルが特徴の大水槽

今年４月に生まれた
ばかりのゴマフアザ
ラシの子ども

特集  生物多様性
３千万種の宝

よこはま動物園
ズーラシア

ここで学べる！

親子向けの体験型企画から教員向けの実習講座まで、年間200以
上のセミナーを開催。テーマは身近な昆虫や植物、環境づくりなど
多岐に渡る。マレーシア・ボルネオ島の熱帯雨林を巡るプログラム
や、台湾で生物多様性の調査実習を行うプログラムなど、エコツー
リズム事業も行われている。

1997年にマレーシア国立サバ大学と学術交流協定を結んで以来、
ボルネオ島の熱帯雨林の学術調査や研究成果に基づく展示、環境
教育プログラムなど幅広い国際交流活動を続けている。JICAと連
携して実施した「ボルネオ生物多様性・生態系保全プログラム」で
は、博物館の職員をサバ大学に派遣し、生物多様性の保全に向け
た研究能力の向上や、教育モデルの構築を支援した。

こんな取り組みをしています！

ここで学べる！

クイズや工作などのワークショップを行う「どうぶつ教室」や、小
学生を対象にした「ズーラシアスクール」などの環境教育プログ
ラムに参加してみよう。毎日決まった時間に、飼育員が動物のこ
とを楽しく教えてくれる「飼育係のとっておきタイム」も人気だ。

よこはま動物園ズーラシア、野毛山動物園、金沢動物園を管理運
営する公益財団法人横浜市緑の協会が技術協力を続けている
のが、ウガンダ唯一の動物園「ウガンダ野生生物教育センター」
だ。獣医診療や飼育・繁殖に関する技術指導や、来園者向け教育
プログラムの作成などを行い、同国の野生動物の保護活動を支
援している。また、ツシマヤマネコなどの日本産固有種の保全に
も、環境省や全国の動物園と協力して取り組んでいる。

こんな取り組みをしています！

ここで学べる！

動物の餌やりの時間に開催される「もぐもぐタイ
ム」では、飼育員が動物の行動や習性について教え
てくれる。また、園内各所に設置されている飼育員
が手書きで作成した看板には、動物に関する情報
がぎっしりと詰まっていて注目だ。

2010年にマレーシア・サバ州野生生物局と、ボル
ネオ島の生物多様性保全に関する合意書を締結。
プランテーション開発によって数が減少している
ボルネオゾウやオランウータンなどの野生生物の
保護、治療、野生への復帰を行う「野生生物レス
キューセンター」の設立に向けた支援を行い、
2013年にその第一弾が現地に完成した。将来的
には、他の動物の保護施設や、病院、研究所などの
設置も目指している。

こんな取り組みをしています！

ここで学べる！

「人 と自然の共生」をテーマとした自然史系の博物館で、国内の公立博物館で
は最大級の規模を誇る。収蔵庫には100万点を超える昆虫標本をはじめ、

地元の丹波で発掘された恐竜の化石など、国内外の貴重なコレクションが収めら
れている。夏休み期間中は、兵庫県産の昆虫標本約1,000点を展示した「ひょうご

の昆虫展」（6月25日～9
月4日）や、丹波竜を中
心とした研究成果、復
元図、模型などを紹介
する「丹波竜展」（7月21
日～8月31日）が開催さ
れる。

海の生き物に関する展示コーナーに行ってみよう。河川の改修
によって福島県内でも数が減っているウナギをテーマとした展
示や、水揚げされた魚が食卓に上るまでの過程を紹介する展
示などを通じて、地球環境や保全活動について学べる。

開館当初から、“生きた化石”と呼ばれるシーラカンスの生態解
明に取り組んでいる。2006年にはインドネシアの海域で、生き
たシーラカンスの姿を自走
式水中カメラ（ROV）で撮影
することに成功。翌年にはタ
ンザニアの海域でも撮影に
成功した。現在、インドネシ
アに海洋保全センターを設
置し、シーラカンスのみなら
ず、サンゴ礁生態系の保全
調査活動を進めている。

こんな取り組みをしています！

ここで学べる！

「アフリカのサバンナ」では４種の動物を一緒に展示

キリンの仲間であるオカピは動物園の人気者

高さ17メートルの塔からロープを渡るオランウータン

「あざらし館」で人気のゴマフアザラシ

テ ーマは、暖流の黒潮と寒流の親潮が
出会う福島県沖の「潮目」。トンネル

状に作られた大水槽は、片側がカレイの仲
間やクロイソが泳ぐ親潮、反対側はカツオや
マグロ類が泳ぐ黒潮を再現しており、異なる
世界を同時に楽しむことができる。世界最大
級のタッチプールでは、ヒトデやナマコなど
の生き物と触れ合うことができ、夏休み期間
中は、魚のつかみ捕りも開催される。

館内でシーラカンスの解剖を行った



　
私
た
ち
が
お
や
つ
に
食
べ
る
ス
ナ
ッ
ク
菓

子
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
の
多
く
に
は
、
材
料

と
し
て
パ
ー
ム
油
が
使
わ
れ
て
い
る
。
今
や
、

私
た
ち
の
食
生
活
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
存

在
だ
が
、
生
産
地
で
は
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
を
植
え

る
た
め
に
森
が
切
り
開
か
れ
、
周
囲
の
動
物

た
ち
を
脅
か
し
て
い
る
。「
ボ
ル
ネ
オ
島
は
、

１
０
０
年
前
に
は
島
全
体
が
熱
帯
雨
林
で
覆

わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
、
森
が
残
っ
て

い
る
の
は
、
保
護
区
と
そ
の
周
辺
や
川
沿
い

だ
け
で
す
」
と
、
酪
農
学
園
大
学
の
金
子
正

美
教
授
は
語
る
。

　
島
の
北
東
部
を
流
れ
る
キ
ナ
バ
タ
ン
ガ
ン

川
の
下
流
域
で
も
大
規
模
な
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農

園
の
開
発
が
進
み
、
平
野
に
す
む
絶
滅
危
惧

種
の
ゾ
ウ
や
オ
ラ
ン
ウ
ー
タ
ン
に
と
っ
て
、

川
沿
い
や
一
部
の
保
護
区
の
森
が
最
後
の
生

息
地
と
な
っ
て
い
る
。
こ
こ
は
他
に
も
、
テ

ン
グ
ザ
ル
や
ウ
ン
ピ
ョ
ウ
、
ス
ロ
ー
ロ
リ
ス
、

メ
ガ
ネ
ザ
ル
な
ど
、
貴
重
な
絶
滅
危
惧
種
を

含
む
数
多
く
の
動
物
が
生
息
す
る
豊
か
な
森

だ
。

　
ア
ブ
ラ
ヤ
シ
農
園
の
拡
大
で
地
元
の
森
が

減
っ
て
い
く
こ
と
に
危
機
感
を
抱
い
た
住
民

た
ち
が
、
地
域
の
自
然
と
自
分
た
ち
の
生
活

を
守
る
た
め
、
１
９
９
７
年
、
観
光
組
合
Ｋ

Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｌ
を
立
ち
上
げ
た
。Ｋ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｌ
は
ホ

ー
ム
ス
テ
イ
や
ボ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
、
文
化
体

験
、
環
境
保
全
な
ど
を
手
掛
け
、
海
外
か
ら

訪
れ
る
観
光
客
の
宿
泊
や
観
光
ツ
ア
ー
な
ど

を
手
配
・
管
理
し
て
い
る
。

　
酪
農
学
園
大
学
は
２
０
０
６
年
か
ら
年
１
、

２
回
、Ｋ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｌ
を
立
ち
上
げ
た
村
の
一

つ
、
バ
ト
ゥ
プ
テ
ィ
村
で
海
外
実
習
を
行
っ

て
き
た
。
学
生
た
ち
も
こ
こ
で
卒
業
論
文
や

修
士
論
文
の
研
究
を
行
う
中
で
、
環
境
や
地

域
経
済
の
悪
化
に
気
付
い
て
い
た
。
そ
ん
な

折
、
バ
ト
ゥ
プ
テ
ィ
村
の
住
人
か
ら
協
力
を

求
め
ら
れ
、
住
民
参
加
型
の
村
お
こ
し
に
取

り
組
む
こ
と
に
な
っ
た
。

　
北
海
道
江
別
市
に
酪
農
学
園
大
学
の
前
身

と
な
る
北
海
道
酪
農
義
塾
を
設
立
し
た
黒
澤

酉
蔵
は
、「
神
を
愛
し
、
人
を
愛
し
、
土
を
愛

す
る
」
と
い
う
三
愛
精
神
の
下
、
貧
困
な
農

民
の
た
め
に
尽
力
し
た
。
学
生
の
国
際
活
動

も
活
発
で
、
青
年
海
外
協
力
隊
員
も
数
多
く

輩
出
し
て
い
る
。
開
発
途
上
国
か
ら
研
修
員

を
受
け
入
れ
、
生
物
多
様
性
を
保
全
す
る
た

め
の
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
技
術
や
、
人
工
衛

星
の
画
像
を
使
っ
て
森
林
の
状
況
を
診
断
す

る
森
林
リ
モ
ー
ト
セ
ン
シ
ン
グ
な
ど
の
研
修

も
実
施
し
て
き
た
。

　
今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、Ｋ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｌ

を
中
心
に
、
キ
ナ
バ
タ
ン
ガ
ン
川
が
属
す
る

サ
バ
州
の
野
生
生
物
局
や
森
林
局
、
国
立
の

サ
バ
大
学
な
ど
が
全
面
的
に
協
力
し
て
い
る
。

ま
た
、
日
本
か
ら
も
酪
農
学
園
大
学
の
教
員

た
ち
を
は
じ
め
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
エ
ン
ヴ
ィ
ジ
ョ

ン
環
境
保
全
事
務
所
や
旭
川
市
旭
山
動
物
園

が
現
地
で
の
技
術
指
導
を
行
っ
た
。

　
Ｋ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｌ
の
ス
タ
ッ
フ
の
多
く
は

専
門
知
識
を
持
っ
て
い
な
い
が
、
野
生

動
物
や
水
質
、
森
林
な
ど
の
専
門
家
と

共
に
調
査
活
動
に
取
り
組
み
、
熱
心
に

指
導
を
受
け
た
。「
指
導
の
際
は
、
や
り

方
だ
け
で
な
く
、
な
ぜ
そ
の
調
査
が
必

要
な
の
か
、
調
査
地
を
ど
う
選
ぶ
の
か

な
ど
も
教
え
、
将
来
は
自
分
た
ち
で
調

査
を
計
画
・
実
行
で
き
る
よ
う
に
工
夫

し
ま
し
た
」
と
、
現
地
に
駐
在
す
る
同

大
学
の
小
菅
千
絵
特
任
研
究
員
は
言
う
。

「
動
物
や
水
質
な
ど
、
自
分
た
ち
の
身
の

回
り
の
自
然
に
つ
い
て
は
、
彼
ら
の
関

心
が
と
て
も
高
か
っ
た
の
で
す
。
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
の
調
査
が
森
林
認
証
に
つ
な

が
っ
た
こ
と
に
加
え
、Ｋ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｌ
も
観

光
関
係
の
さ
ま
ざ
ま
な
賞
を
受
賞
し
ま

し
た
。
政
府
機
関
や
サ
バ
大
学
の
学
生

の
研
修
先
に
な
る
な
ど
、
予
想
以
上
に

注
目
さ
れ
て
い
ま
す
」

　
ま
た
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
Ｋ
Ｏ

Ｐ
Ｅ
Ｌ
の
主
要
メ
ン
バ
ー
が
商
品
開
発
を
学

び
、
地
元
に
埋
も
れ
て
い
た
素
材
を
積
極
的

に
掘
り
出
し
た
。
小
学
生
や
中
高
生
な
ど
、

子
ど
も
向
け
の
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
企

画
す
る
際
も
、
現
地
調
整
員
が
Ｋ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｌ

の
ス
タ
ッ
フ
と
共
に
試
行
錯
誤
を
重
ね
た
。

「
観
光
組
織
の
ス
タ
ッ
フ
と
い
っ
て
も
、
そ

の
素
顔
は
地
元
の
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
、

若
者
た
ち
で
す
。
私
や
学
生
た
ち
が
彼
ら
の

家
を
訪
れ
る
と
、
片
言
の
英
語
や
ジ
ェ
ス
チ

ャ
ー
で
歓
迎
し
て
く
れ
ま
す
」
と
金
子
教
授
。

　
現
在
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
上
で
一

地
元
住
民
の
自
然
へ
の
思
い

海
を
越
え
て
受
け
止
め
る

生
き
物
を
追
い
詰
め
る
ア
ブ
ラ
ヤ
シ

地
元
の
経
済
に
も
影
を
落
と
す

番
の
課
題
は
、
現
地
の
治
安
だ
。
海
岸
沿
い

の
地
域
で
は
12
年
か
ら
現
在
ま
で
、
外
務
省

の
渡
航
中
止
勧
告
が
発
令
さ
れ
て
い
る
。
現

地
で
の
直
接
指
導
が
難
し
く
な
っ
た
た
め
、

電
話
や
メ
ー
ル
な
ど
で
連
絡
を
取
っ
た
り
、

州
都
の
コ
タ
キ
ナ
バ
ル
に
ス
タ
ッ
フ
を
呼
ん

だ
り
し
て
協
力
を
続
け
て
き
た
。
ま
た
、
13

年
度
か
ら
３
年
間
、Ｋ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｌ
の
ス
タ
ッ
フ

を
北
海
道
に
呼
び
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
活
動
や

情
報
セ
ン
タ
ー
を
実
際
に
見
て
も
ら
っ
た
。

　
治
安
の
悪
化
が
原
因
で
観
光
客
が
激
減
し
、

Ｋ
Ｏ
Ｐ
Ｅ
Ｌ
の
運
営
も
困
難
に
な
っ
て
き
た
。

し
か
し
、持
続
可
能
な
開
発
目
標（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）

を
踏
ま
え
れ
ば
、
こ
の
地
域
の
自
然
を
守
る

こ
と
は
重
要
だ
。
そ
こ
で
、
状
況
を
改
善
す

る
た
め
、
国
連
大
学
に
「
持
続
可
能
な
開
発

の
た
め
の
教
育
に
関
す
る
地
域
の
拠
点
（
Ｒ

Ｃ
Ｅ
）」
の
キ
バ
ナ
タ
ン
ガ
ン
へ
の
設
立
を
申

請
し
て
い
る
。「
北
海
道
で
申
請
し
た
Ｒ
Ｃ
Ｅ

は
、
昨
年
、
認
可
さ
れ
ま
し
た
。
キ
ナ
バ
タ

ン
ガ
ン
の
Ｒ
Ｃ
Ｅ
が
認
可
さ
れ
れ
ば
、
こ
れ

か
ら
も
力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
ん
で
い
け
ま

す
」
と
金
子
教
授
は
訴
え
る
。

　
生
物
多
様
性
と
い
う
と
、
種
の
絶
滅
な
ど

地
球
レ
ベ
ル
の
課
題
が
真
っ
先
に
思
い
浮
か

ぶ
が
、
そ
れ
ら
は
地
域
に
お
け
る
問
題
が
発

端
と
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。
法
律
や
条

約
で
動
物
や
自
然
を
守
る
規
制
を
敷
く
と
と

も
に
、
地
元
の
人
々
の
生
活
を
向
上
さ
せ
、

生
物
多
様
性
保
全
の
重
要
性
を
理
解
し
て
も

ら
う
こ
と
が
大
切
だ
。
地
球
を
守
る
に
は
、

ま
ず
地
域
か
ら
。
酪
農
学
園
大
学
と
バ
ト
ゥ

プ
テ
ィ
村
の
住
民
は
、
足
元
の
課
題
に
地
道

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

自
然
を
守
る
に
は

足
元
の
環
境
か
ら

酪
農
学
園
大
学

地元の子どもたちの研究発
表。末永く森を守っていくた
めに、子どもたちの自然への
理解を深めることが大切だ

プランテーションで行われた水質調査。地元の村の人たちは、
身近な自然を守ることに熱心だ

マレーシア

クアラルンプール

ボルネオ島

国 際 協 力 の 担 い 手 た ち

野生動物のモニタリングをし
たところ、貴重なウンピョウ
が見つかった

自然の大切さを伝えるための環境教育プログラムにも取り組んでいる

と
り
ぞ
う

パ
ー
ム
油
の
主
要
産
地
の
一
つ
、マ
レ
ー
シ
ア
の
ボ
ル
ネ
オ
島
で
は
、

ア
ブ
ラ
ヤ
シ
の
畑
が
広
が
り
続
け
、地
域
に
す
む
生
物
に
大
き
な
影
響
が
出
て
い
る
。

酪
農
学
園
大
学
は
、地
域
住
民
た
ち
と
共
に
、

自
然
と
生
活
を
守
る
た
め
の
活
動
を
展
開
中
だ
。
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行
っ
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
、
職
員
が
映
像
資

料
な
ど
を
使
っ
て
テ
ー
マ
と
す
る
国
に
つ
い
て

紹
介
し
、
そ
の
後
、
園
児
ら
が
文
化
を
体
験
し

た
り
、
民
族
衣
装
の
創
作
を
行
っ
た
り
す
る
と

い
う
も
の
。
ま
た
、
給
食
の
時
間
に
現
地
の
料

理
を
食
べ
る
な
ど
、
ま
さ
に
五
感
を
使
っ
て
学

ん
で
い
る
。　

　
昨
年
度
は
、月
ご
と
に
１
カ
国
を
取
り
上
げ
、

台
湾
や
ベ
ト
ナ
ム
、
モ
ン
ゴ
ル
、
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
な
ど
に
つ
い
て
学
ん
だ
。
ベ
ト
ナ
ム
の
回
で

は
、現
地
語
の
挨
拶
を
み
ん
な
で
練
習
し
た
他
、

ベ
ト
ナ
ム
伝
統
の
三
角
形
の
麦
わ
ら
帽
子
〝
ノ

ン
ラ
ー
〞
を
画
用
紙
で
製
作
。
子
ど
も
た
ち
は

自
分
で
作
っ
た
ノ
ン
ラ
ー
を
か
ぶ
っ
て
の
記
念

撮
影
を
楽
し
ん
だ
。
こ
う
し
た
に
ぎ
や
か
な
活

動
に
加
え
、
映
像
資
料
で
は
日
本
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
が
ベ
ト
ナ
ム
で
行
っ
て
い
る
教
育
改

善
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
動
画
を
紹
介
し
た
。
ベ
ト

ナ
ム
で
は
学
校
に
行
け
る
こ
と
が
当
た
り
前
で

は
な
い
と
い
う
こ
と
を
知
る
と
、
子
ど
も
た
ち

は
真
剣
な
表
情
で
画
面
を
見
つ
め
て
い
た
。

　「
自
分
自
身
、
海
外
経
験
が
な
か
っ
た
の
で
、

最
初
は
子
ど
も
た
ち
に
何
を
伝
え
て
い
い
の
か

分
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
手
探
り
で
国
の
情
報

を
調
べ
て
い
ま
し
た
が
、
活
動
を
続
け
て
い
る

う
ち
に
親
御
さ
ん
た
ち
か
ら
〝
子
ど
も
が
家
で

外
国
の
話
を
す
る
〞
と
い
っ
た
声
が
聞
か
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
ん
で
す
」。
開
園
当
初
か
ら
お

へ
そ
保
育
園
で
働
く
諸
岡
琴
美
さ
ん
は
、
活
動

の
成
果
を
う
れ
し
そ
う
に
語
る
。

　
そ
ん
な
諸
岡
さ
ん
は
、
同
園
の
グ
ロ
ー
バ
ル

教
育
コ
ン
ク
ー
ル
2
0
1
5
の
受
賞
を
受
け

て
、
こ
の
10
月
に
J
I
C
A
を
通
じ
て
セ
ネ
ガ

ル
視
察
に
参
加
す
る
予
定
だ
。「
未
知
の
国
で

し
た
の
で
、
迷
い
も
あ
り
ま
し
た
。
で
も
、
参

加
を
決
め
た
今
は
楽
し
み
で
す
。
子
ど
も
た
ち

に
、
よ
り
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
伝
え
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
た
い
で
す
」

月
々
の
取
り
組
み
で
ま
い
て
い
る
国
際
理
解

の
種
は
、す
で
に
芽
を
出
し
始
め
て
い
る
。「
僕

は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
と
メ
キ
シ
コ
と
ベ
ト
ナ
ム
を

知
っ
て
る
」「
私
は
日
本
語
だ
け
じ
ゃ
な
く
て
、

英
語
も
知
っ
て
る
」。
お
へ
そ
保
育
園
の
子
ど

も
た
ち
は
幼
く
し
て
、
自
分
が
日
本
と
い
う
国

に
住
ん
で
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
日
本
の
他
に

も
た
く
さ
ん
の
国
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
理
解

し
て
い
る
よ
う
だ
。

こ
う
し
た
背
景
に
は
、国
際
理
解
教
育
を〝
楽

し
い
〞
だ
け
で
終
わ
ら
せ
る
の
で
は
な
く
、
見

た
こ
と
、
聞
い
た
こ
と
、
感
じ
た
こ
と
を
子
ど

も
た
ち
が
自
ら
の
言
葉
で
発
信
す
る
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
の
時
間
を
設
け
て
い
る
こ
と
が
あ

る
。
園
児
ら
は
毎
回
、
新
し
く
知
っ
た
国
の
国

旗
や
文
化
を
〝
レ
ポ
ー
ト
〞
と
し
て
画
用
紙
に

絵
な
ど
で
ま
と
め
、一
人
一
人
発
表
す
る
の
だ
。

さ
ら
に
、
子
ど
も
た
ち
の
考
え
る
力
・
発
信

す
る
力
を
育
ん
で
い
る
の
が
、
国
際
理
解
教
育

と
並
ん
で
、
お
へ
そ
保
育
園
が
注
力
し
て
い
る

「
こ
ど
も
哲
学
」
だ
。
週
に
２
回
の
こ
ど
も
哲

学
の
時
間
、
４
歳
以
上
の
園
児
た
ち
は
円
に
な

っ
て
座
り
、あ
る
テ
ー
マ
に
つ
い
て
話
し
合
う
。

や
さ
し
い
っ
て
何
だ
ろ
う
―
―
。
そ
の
問
い
掛

け
に
、
園
児
た
ち
は
、「
赤
ち
ゃ
ん
に
よ
し
よ

し
し
て
あ
げ
る
こ
と
」「
世
界
中
の
人
と
仲
良

く
す
る
こ
と
」
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
考
え
を
話
し

た
。
自
分
の
考
え
を
確
か
め
る
よ
う
に
ゆ
っ
く

り
と
言
葉
に
し
て
い
く
子
、
迷
い
な
く
周
囲
に

語
り
掛
け
る
子
。
一
人
一
人
の
個
性
の
中
に
自

我
が
育
っ
て
い
く
瞬
間
だ
っ
た
。

そ
ん
な
子
ど
も
た
ち
に
つ
い
て
、
吉
村
さ
ん

は
、「
私
た
ち
が
耳
を
傾
け
れ
ば
、
幼
い
子
ど

も
で
も
徐
々
に
自
分
の
考
え
を
言
葉
に
で
き
る

よ
う
に
な
る
も
の
で
す
」
と
笑
顔
で
語
る
。

吉
村
さ
ん
に
と
っ
て
、
国
際
理
解
教
育
や
こ

ど
も
哲
学
は
、
そ
れ
自
体
が
目
的
で
は
な
い
。

「
島
国
の
日
本
は
、
独
自
の
素
晴
ら
し
い
文
化

や
日
本
ら
し
い
教
育
の
良
さ
を
持
つ
一
方
で
、

〝
違
い
〞
を
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
に
捉
え
る
傾
向
が
強

い
よ
う
に
思
い
ま
す
。
世
界
の
国
々
を
紹
介
す

る
こ
と
を
通
じ
て
、
違
い
を
楽
し
み
、
個
性
や

多
様
な
価
値
観
を
認
め
合
う
心
を
育
み
た
い
と

思
う
の
で
す
」

吉
村
さ
ん
が
こ
う
し
た
志
を
持
つ
よ
う
に
な

っ
た
背
景
に
は
、恩
師
の
教
え
が
あ
る
と
い
う
。

「
故
古
賀
武
夫
先
生
の
元
で
５
歳
か
ら
空
手
と

英
語
を
習
っ
て
い
ま
し
た
。
先
生
が
何
よ
り
強

く
伝
え
て
い
た
の
は
〝
他
を
認
め
る
こ
と
の
大

子
ど
も
は
大
人
が
思
う
よ
り

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
考
え
て
い
る

手
段
と
し
て
の
国
際
理
解
教
育

考
え
、認
め
合
い
、楽
し
む
心
を

切
さ
〞
で
す
。
先
生
は
、
国
際
協
力
や
国
際
交

流
の
活
動
を
行
う
〝
認
定
N
P
O
法
人
地
球
市

民
の
会
〞
の
創
設
者
で
も
あ
り
ま
す
」

高
校
時
代
に
１
年
間
、
メ
キ
シ
コ
に
留
学
し

た
吉
村
さ
ん
。
慣
れ
な
い
生
活
に
不
便
を
感
じ

る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
違
い
を
受
け
入
れ
、
楽

し
む
こ
と
を
実
体
験
と
し
て
学
ん
だ
。さ
ら
に
、

現
地
で
築
い
た
友
情
は
、
人
と
人
と
の
絆
が
国

を
結
ぶ
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
。

「
子
ど
も
た
ち
は
、
国
と
国
の
違
い
を
知
る

中
で
、
自
然
と
認
め
合
う
こ
と
を
学
ん
で
い
ま

す
。
国
際
理
解
教
育
は
、
人
と
し
て
大
切
な
こ

と
を
学
ぶ
手
段
の
一
つ
で
も
あ
る
の
で
す
」。

そ
ん
な
吉
村
さ
ん
の
言
葉
を
遮
ら
ん
ば
か
り

に
、
世
界
の
国
々
に
つ
い
て
元
気
に
話
す
園
児

た
ち
の
声
が
響
い
て
い
た
。

違
い
を
認
め
合
う
心
を
育
て
る

J
I
C
A
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
「
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
コ
ン
ク
ー
ル
」
。

世
界
が
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
自
ら
の
問
題
と
し
て
考
え
、

解
決
の
た
め
に
行
動
で
き
る
人
を
育
て
る
活
動
を
後
押
し
す
る
も
の
だ
。

昨
年
、
そ
の
取
り
組
み
で
最
優
秀
賞
を
受
賞
し
た
の
は
、
佐
賀
県
の
お
へ
そ
保
育
園
。

そ
こ
に
は
、
園
児
た
ち
が
世
界
に
つ
い
て
思
い
思
い
の
言
葉
で
語
り
合
う
姿
が
あ
っ
た
。

　
保
育
園
で
国
際
理
解
教
育
を
行
う
と
聞
い

て
、
ど
う
思
う
だ
ろ
う
か
。
幼
児
に
は
難
し
す

ぎ
る
？ 

早
す
ぎ
る
？ 

　「
そ
れ
は
、
大
人
の
姿
勢
次
第
で
す
。
私
た

ち
は
特
別
な
こ
と
を
教
え
て
い
る
わ
け
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。世
界
に
は
い
ろ
い
ろ
な
国
が
あ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
違
う
か
ら
楽
し
い
の
だ
と
い
う
こ
と

を
伝
え
て
い
る
の
で
す
」。
そ
う
話
す
の
は
、

佐
賀
県
佐
賀
市
に
あ
る
「
七
賢
人
の
里 

お
へ

そ
保
育
園
」
の
吉
村
直
記
園
長
だ
。

　
幼
児
教
育
を
通
じ
て
、〝
人
づ
く
り
〞
の
根

幹
に
携
わ
る
こ
と
を
志
し
て
い
た
吉
村
さ
ん

は
、
大
学
卒
業
後
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
コ
ン
サ

ル
テ
ィ
ン
グ
企
業
で
１
年
半
保
育
園
の
運
営
に

つ
い
て
学
び
、
2
0
1
1
年
４
月
に
株
式
会
社

ミ
ズ
が
経
営
す
る
お
へ
そ
保
育
園
の
園
長
に
25

歳
で
就
任
し
た
。

　
お
へ
そ
保
育
園
で
は
設
立
当
初
か
ら
、
４
歳

以
上
の
園
児
た
ち
を
対
象
に
国
際
理
解
教
育
を

世界とつながる
教室

吉村さんと一緒に国の
場所当てゲームを楽しむ
子どもたち。世界を知る
と同時に、日本について
も学べるよう、国際理解
教育では「日本」もテー
マとして扱う

モンゴルの国旗を描いた
レポートを作成した園児

レポートを発表する姿は
堂 と々したものだ

国際理解教育の打ち合わせをする先生たち。今年度は、よりじっくり
学ぶため、２カ月で１カ国を取り上げている

卒園式で国際理解教育の発表として、映画「世界の果ての通学路」の劇を演じる
子どもたち

ネパール地震の後、園児らの
提案で地元のネパールの方々
に国旗の絵や手紙を送った。
子どもたちからのエールを受け、
涙を流すネパールの人々
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首
都
リ
マ
か
ら
南
に
約
２
５
０
キ
ロ
、
太
平
洋
に
突
き
出
た

小
さ
な
半
島
の
付
け
根
部
分
に
位
置
す
る
パ
ラ
カ
ス
。
こ
の
町

の
国
立
自
然
保
護
区
管
理
事
務
局
・
パ
ラ
カ
ス
事
務
所
に
派
遣

さ
れ
て
い
る
尾
崎
さ
ん
は
、
現
地
の
職
員
と
共
に
、
住
民
や
子

ど
も
た
ち
へ
の
環
境
教
育
活
動
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
パ
ラ
カ

ス
半
島
と
周
辺
の
海
洋
・
海
岸
に
は
、
フ
ン
ボ
ル
ト
ペ
ン
ギ
ン

や
ア
シ
カ
の
一
種
で
あ
る
オ
タ
リ
ア
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
生
物
が

生
息
し
て
お
り
、
ペ
ル
ー
政
府
に
よ
っ
て
国
立
自
然
保
護
区
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
多
く
の
渡
り
鳥
が
飛
来
す
る
湿
地

を
擁
す
る
こ
と
か
ら
、
１
９
９
２
年
に
は
ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
に

も
登
録
さ
れ
た
。

　
同
事
務
所
に
は
、
生
物
学
や
観
光
学
を
専
門
と
す
る
20
人
余

り
の
職
員
が
勤
務
し
て
い
る
。
保
護
区
内
の
巡
回
や
生
態
系
の

調
査
、
環
境
を
守
る
た
め
の
普
及
啓
発
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い

る
が
、「
環
境
教
育
の
優
先
度
は
低
い
」
と
尾
崎
さ
ん
は
話
す
。「
職

員
は
パ
ト
ロ
ー
ル
や
生
態
調
査
で
忙
し
く
、
例
え
ば
環
境
教
育

の
授
業
を
行
う
日
で
も
、
予
定
さ
れ
て
い
る
時
刻
に
、
事
務
所

の
車
が
全
て
他
の
業
務
に
使
わ
れ
て
い
る
な
ん
て
こ
と
は
日
常

茶
飯
事
で
す
。
環
境
教
育
に
あ
ま
り
お
金
は
掛
け
ら
れ
な
い
と

い
う
こ
と
も
、
あ
る
職
員
か
ら
言
わ
れ
ま
し
た
」。

　
尾
崎
さ
ん
の
主
な
活
動
は
、
毎
月
、
近
隣
の
小
中
学
校
を
訪

問
し
て
、
環
境
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ
の
下
に
授
業
を

行
う
こ
と
。
テ
ー
マ
に
合
わ
せ
て
、
教
材
の
開
発
や
改
善
も
行

っ
て
い
る
。
ま
た
、
夏
休
み
に
は
、
公
園
や
浜
辺
な
ど
で
環
境

保
全
を
テ
ー
マ
に
し
た
人
形
劇
や
映
画
の
上
映
会
を
開
催
。
子

ど
も
だ
け
で
な
く
、
地
元
の
民
間
企
業
や
役
場
の
職
員
な
ど
を

対
象
に
、
保
護
区
の
重
要
性
に
つ
い
て
伝
え
る
講
義
も
行
っ
て

い
る
。

　
小
学
生
の
こ
ろ
か
ら
環
境
問
題
に
関
心
が
あ
り
、
大
学
時
代

に
は
N
G
O
「
ラ
ム
サ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
」
の
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
、

湿
地
の
保
全
に
関
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
運
営

を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
た
尾
崎
さ
ん
。
今
回
の
任
務
で
あ
る
環
境

思
い
を
実
現
さ
せ
る
た
め
の

味
方
に
な
る

教
育
に
関
す
る
経
験
は
乏
し
か
っ
た
た
め
、
最
初
は
現
地
の
職

員
か
ら
ア
イ
デ
ア
を
聞
き
出
す
こ
と
か
ら
始
め
た
。「
同
僚
た
ち

は
時
間
に
追
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
当
は
環
境
教
育
に
対
す
る

良
い
ア
イ
デ
ア
を
た
く
さ
ん
持
っ
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し

た
。
私
に
で
き
る
の
は
、
彼
ら
の
味
方
に
な
っ
て
そ
の
ア
イ
デ

ア
の
実
現
を
手
伝
う
こ
と
で
す
」。

　
心
掛
け
て
い
る
の
は
、
な
る
べ
く
お
金
を
掛
け
な
い
よ
う
に

〝
無
い
も
の
は
作
る
〞こ
と
。
動
物
の
生
態
に
つ
い
て
授
業
で

教
え
た
際
に
は
、
ペ
ン
ギ
ン
の
模
型
を
作
成
し
た
。「
材
料
に
ス

ポ
ン
ジ
を
使
い
た
か
っ
た
の
で
す
が
手
に
入
ら
な
か
っ
た
の
で
、

裏
紙
や
雑
誌
な
ど
を
丸
め
て
作
り
ま
し
た
。
形
は
で
こ
ぼ
こ
し

て
い
て
不
格
好
で
す
が
、
ペ
ン
ギ
ン
の
実
寸
が
明
確
に
な
れ
ば

問
題
あ
り
ま
せ
ん
」
と
尾
崎
さ
ん
は
話
す
。

　
ま
た
、
忙
し
い
同
僚
が
環
境
教
育
に
取
り
組
み
や
す
い
よ
う

に
、
鳥
の
個
体
数
調
査
に
同
行
し
た
り
観
光
客
を
案
内
し
た
り

と
、
環
境
教
育
以
外
の
仕
事
も
手
伝
っ
て
い
る
。
尾
崎
さ
ん
は
、

「
新
し
い
仕
事
を
振
っ
て
く
れ
な
い
と
嘆
く
の
で
は
な
く
、
興
味

が
あ
る
こ
と
や
勉
強
し
た
い
こ
と
を
、
自
分
か
ら
積
極
的
に
ア

ピ
ー
ル
す
る
よ
う
に
心
掛
け
て
い
ま
す
」
と
話
す
。

　
尾
崎
さ
ん
が
同
僚
の
味
方
で
あ
り
続
け
た
こ
と
で
、
環
境
教
育

活
動
の
幅
は
次
第
に
広
が
っ
て
き
て
い
る
。
赴
任
か
ら
１
年
が
過

ぎ
た
こ
ろ
、
同
僚
の
パ
ト
リ
シ
ア
・
サ
ラ
ビ
ア
さ
ん
が
、「
去
年

は
実
現
で
き
な
か
っ
た
こ
と
が
、
今
年
は
あ
な
た
が
い
る
お
か
げ

で
で
き
る
」
と
い
う
言
葉
を
掛
け
て
く
れ
た
と
い
う
。
尾
崎
さ
ん

と
一
緒
に
環
境
教
育
に
取
り
組
ん
で
い
く
う
ち
に
、
相
手
の
目
線

に
立
つ
こ
と
を
意
識
す
る
よ
う
に
な
っ
た
サ
ラ
ビ
ア
さ
ん
。
小
学

校
の
授
業
で
は
、
写
真
や
映
像
を
見
せ
た
り
ゲ
ー
ム
を
取
り
入
れ

た
り
し
て
い
る
一
方
、
企
業
や
役
場
の
講
義
で
は
、
よ
り
専
門
的

な
内
容
ま
で
踏
み
込
ん
だ
話
を
し
て
い
る
。

　
任
期
が
残
り
２
カ
月
と
な
っ
た
尾
崎
さ
ん
は
、「
ヒ
ト
・
モ
ノ
・

カ
ネ
、
現
地
に
と
っ
て
何
を
残
す
の
が
良
い
の
か
を
考
え
た
と

き
、
最
も
重
要
な
の
は
ヒ
ト
だ
と
思
い
ま
す
。
同
僚
、
職
場
、

そ
し
て
町
全
体
を
巻
き
込
ん
で
、
環
境
教
育
を
展
開
で
き
る〝
ヒ

ト
〞を
も
っ
と
増
や
し
た
い
で
す
」
と
、
２
年
間
の
活
動
の
成
果

が
そ
の
先
も
継
続
し
て
い
く
こ
と
を
強
く
望
ん
で
い
る
。

　「
ペ
ル
ー
で
行
っ
て
み
た
い
場
所
は
ど
こ
で
す
か
？
」

　
こ
う
質
問
さ
れ
た
と
き
、
お
そ
ら
く
多
く
の
人
が
、
マ
チ
ュ

ピ
チ
ュ
や
ナ
ス
カ
の
地
上
絵
と
い
っ
た
世
界
遺
産
を
思
い
浮
か

べ
る
だ
ろ
う
。
も
ち
ろ
ん
ペ
ル
ー
を
代
表
す
る
観
光
地
で
あ
る

こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
青
年
海
外
協
力
隊
の
尾
崎
友
紀

さ
ん
は
、そ
れ
だ
け
で
は
な
い
同
国
の
魅
力
に
つ
い
て
語
る
。「
ペ

ル
ー
は
国
土
の
半
分
以
上
が
森
林
に
覆
わ
れ
て
い
て
、
生
物
多

様
性
は
世
界
で
も
高
い
レ
ベ
ル
に
あ
り
ま
す
。
生
物
の
宝
庫
で

あ
る
ア
マ
ゾ
ン
や
、
栄
養
豊
富
な
フ
ン
ボ
ル
ト
海
流
も
、
ペ
ル

ー
の
大
き
な
魅
力
で
す
」。

東京都出身。大学では環境情報
学部に所属。在学中、東京都の
NGO「ラムサールセンター」の事
務局スタッフとして２年間活動。
卒業後の2014年10月から、青
年海外協力隊（環境教育）として
ペルーで活動中。

PROFILEJICA 
Volunteer  

Story

a

OZAKI
Yuki

「
環
境
教
育
に
対
す
る
意
識
を
高
め
る
」

日
本
人
観
光
客
も
多
く
訪
れ
る
南
米
の
ペ
ル
ー
。

こ
の
国
の
自
然
保
護
区
を
管
理
す
る
事
務
所
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
尾
崎
友
紀
さ
ん
の
任
務
は
、

環
境
教
育
を
通
じ
て
、自
然
や
生
物
を
守
る
大
切
さ
を
伝
え
る
こ
と
だ
。

〝
世
界
に
貢
献
し
た
い
〞
と
い
う
尾
崎
さ
ん
の
夢
が
動
き
始
め
て
い
る
。
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尾
崎
　
友
紀

a.パラカスの自然保護区の海域に生息するオタリア
b.尾崎さんが手作りしたペンギンの実物大の模型
c.小学校の団体訪問の日、尾崎さんは子どもたちに野鳥の解説をした
d.保護区のビジターセンターの入口には、普及啓発用のパネルを設置。より多くの人に関心を持ってもらえるように、毎月パネルの内容を更新している

小学校でペンギンの生態について教える尾崎さん。石を使って実際のペンギンの重さを体感させている

b

d

c

多
忙
な
業
務
に
追
わ
れ

環
境
教
育
は
後
回
し
に

ab

ペルー
パラカス



多
く
の
生
き
物
が
す
む
森
は
、周
辺
に
生

き
る
人
た
ち
の
生
活
と
も
深
く
つ
な
が
っ

て
い
る
。特
に
、農
業
を
営
む
人
た
ち
に

と
っ
て
、森
や
自
然
と
の
共
生
は
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
る
。南
雲
孝
雄
さ
ん
は
、

世
界
の
森
を
守
り
、農
村
を
幸
せ
に
す
る

た
め
に
奔
走
し
て
い
る
。

　

新
潟
県
に
生
ま
れ
育
っ
た
私
は
、
小
さ
い
こ
ろ

か
ら
コ
メ
農
家
だ
っ
た
祖
父
の
田
ん
ぼ
で
遊
び
、

水
生
生
物
や
気
象
な
ど
の
自
然
や
環
境
に
興
味
を

持
ち
ま
し
た
。
当
時
か
ら
、
毎
年
積
雪
量
や
水
生

生
物
が
減
っ
て
い
る
実
感
が
あ
り
、
小
学
生
の
こ

ろ
、
将
来
は
環
境
問
題
に
取
り
組
み
た
い
と
思
っ

て
い
ま
し
た
。
大
学
で
は
地
理
学
・
地
誌
学
を
専

攻
し
、
茨
城
県
の
農
業
政
策
と
、
そ
れ
に
伴
う
土

地
利
用
の
変
化
を
研
究
し
ま
し
た
。

　

大
学
院
で
は
文
化
生
態
学
を
専
攻
し
、
長
野
県

大
鹿
村
の
農
村
振
興
を
テ
ー
マ
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ

ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。
人
口
約
１
０
０
０
人
、
足

の
便
が
悪
い
小
さ
な
村
で
す
が
、
農
家
民
宿
が
10

軒
ほ
ど
あ
り
、
都
市
部
か
ら
多
く
の
観
光
客
を
集

め
て
い
ま
す
。
村
で
生
活
し
て
み
る
と
、
農
産
品

を
無
理
に
出
荷
せ
ず
、
民
宿
業
で
消
費
す
る
、
複

合
的
な
農
家
経
営
に
気
付
き
ま
し
た
。

　

世
界
に
興
味
を
持
ち
始
め
た
の
は
、
学
生
時
代

に
ベ
ト
ナ
ム
に
旅
行
し
、
農
村
の
貧
困
を
目
に
し

て
か
ら
。
世
界
の
農
村
の
生
活
を
改
善
し
、
人
々
の

幸
せ
な
暮
ら
し
を
実
現
す
る
た
め
の
仕
事
を
し
た

い
と
思
っ
た
と
き
、Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
出
会
い
ま
し
た
。

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
は
研
修
後
、
札
幌
国
際
セ
ン
タ
ー

（
当
時
）
に
配
属
さ
れ
、
農
業
や
環
境
分
野
の
研
修

を
担
当
し
ま
し
た
。
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
な
ど
、

地
元
の
強
み
を
生
か
し
た
研
修
を
計
画
す
る
一
方
、

海
外
の
こ
と
を
知
ら
な
い
農
協
や
農
家
に
研
修
受

け
入
れ
を
直
接
交
渉
す
る
な
ど
工
夫
し
ま
し
た
。

次
に
地
球
環
境
部
に
移
り
、
イ
ラ
ン
の
ア
ン
ザ
リ

湿
原
環
境
管
理
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
中
南
米
地
域

の
流
域
管
理
事
業
を
手
掛
け
ま
し
た
。

　

初
め
て
の
在
外
事
務
所
は
、
新
人
研
修
で
お
世

話
に
な
っ
た
マ
レ
ー
シ
ア
事
務
所
で
す
。
ボ
ル
ネ

オ
生
物
多
様
性
・
生
態
系
保
全
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
管
理
と
新
規
案
件
の
立
ち
上
げ
を
手

掛
け
、
J
I
C
A
専
門
家
や
現
地
の
さ
ま
ざ
ま
な

関
係
機
関
と
協
力
し
ま
し
た
。
在
任
中
に
東
日
本

大
震
災
が
発
生
し
、
地
元
関
係
者
か
ら
励
ま
し
の

言
葉
や
寄
付
を
受
け
取
り
、
日
本
に
対
す
る
信
頼

を
感
じ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
調
達
部
を
経
て
再
び

地
球
環
境
部
へ
。
開
発
途
上
国
と
先
進
国
が
協
力

し
て
途
上
国
の
森
を
守
る
「
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
」
の
、

ア
ジ
ア
諸
国
で
の
取
り
組
み
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

ア
ジ
ア
に
は
森
を
守
る
下
地
が
あ
り
ま
す
が
、

焼
畑
や
火
災
、
違
法
伐
採
な
ど
が
原
因
で
森
は
減

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
が
提
供
す
る
「
森

を
守
る
こ
と
へ
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
」
を
含
め
て
、

環
境
に
や
さ
し
く
持
続
的
な
グ
リ
ー
ン
エ
コ
ノ
ミ

ー
を
ど
う
実
現
し
て
い
く
か
が
課
題
で
す
。
ま
た
、

日
本
の
政
府
開
発
援
助
だ
け
で
は
限
界
が
あ
る
た

め
、
日
本
企
業
や
他
ド
ナ
ー
と
の
協
力
体
制
を
構

築
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ア
ジ
ア
で
の
Ｒ
Ｅ
Ｄ
Ｄ
＋
の
特
長
は
、
日
本
企

業
の
存
在
感
が
強
い
こ
と
。Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
豊
富
な
ア
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自
然
と
共
に
生
き
る
人
の
営
み
を
守
り
た
い

マレーシアの造林地を視察した南雲さん（右から二番目）

From Headquarters

イ
デ
ア
を
持
つ
企
業
と
協
力
し
、
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ

ン
に
よ
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

一
方
、
国
に
よ
っ
て
中
央
と
地
方
行
政
の
関
係

が
異
な
る
た
め
、
そ
の
中
で
R
E
D
D
+
実
施
体

制
を
構
築
す
る
の
は
単
純
な
作
業
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
人
の
社
会
の
複
雑
さ
と
、
突
如
災
害
を
起
こ

す
自
然
を
相
手
に
す
る
難
し
さ
、
両
者
を
に
ら
み

な
が
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
の
は
簡
単
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
や
り
が
い
の
あ
る
仕
事
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
環
境
や
農
業
分
野
の
仕
事
に
積

極
的
に
関
わ
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
特
に
、
日

本
の
長
所
や
取
り
組
み
を
き
ち
ん
と
海
外
に
発
信

し
、
国
際
的
な
ル
ー
ル
作
り
に
早
い
段
階
か
ら
し

っ
か
り
参
加
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

大学院で環境政策を学び、卒
業後、JICAに入構。北海道国
際センター（札幌）、マレーシア
事務所、調達部などを経て、
2015年より現職。

地球環境部
森林・自然環境グループ
自然環境第一チーム

南雲 孝雄
NAGUMO Takao

インドネシアのREDD+プロジェクトに協力している県森林局長
を表敬訪問

米
ど
こ
ろ
で
過
ご
し
た
少
年
時
代

農
村
の
在
り
方
に
興
味
持
つ

企
業
・
行
政
・
国
際
機
関
が
協
力
し

森
を
守
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
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長
年
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
・
ミ
ン
ダ
ナ
オ
の
和

平
プ
ロ
セ
ス
を
支
援
し
て
き
た
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職

員
の
落
合
直
之
さ
ん
が
、
公
益
財
団
法
人
世

界
平
和
研
究
所
が
主
催
す
る
「
中
曽
根
康
弘

賞
」
の
奨
励
賞
を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

中
曽
根
康
弘
賞
は
、
政
治
、
経
済
、
文
化
、

科
学
技
術
な
ど
の
多
様
な
分
野
に
お
い
て
、

国
際
的
に
優
れ
た
業
績
を
上
げ
た
人
に
対
し

て
毎
年
贈
ら
れ
る
賞
で
、
今
年
で
12
回
目
を

迎
え
ま
し
た
。

　

１
９
９
１
年
に
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
に
入
構
し
た
落

合
さ
ん
は
、
約
14
年
間
に
わ
た
り
、
ミ
ン
ダ

ナ
オ
平
和
構
築
に
向
け
た
さ
ま
ざ
ま
な
支
援

に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
２
０
１
０
年
か
ら

は
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
政
府
と
モ
ロ
・
イ
ス
ラ
ム

解
放
戦
線
（
Ｍ
Ｉ
Ｌ
Ｆ
）
の
停
戦
合
意
を
受

け
て
発
足
し
た
「
ミ
ン
ダ
ナ
オ
国
際
監
視
団

（
Ｉ
Ｍ
Ｔ
）」（
本
部
：
コ
タ
バ
ト
市
）
の
一
員

と
し
て
、
社
会
・
経
済
開
発
支
援
を
担
当
。

現
在
は
、
和
平
プ
ロ
セ
ス
を
推
進
す
る
た
め
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
開
発
や
組
織
・
人
材
育
成

を
目
的
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
リ
ー
ダ
ー

を
務
め
て
お
り
、
こ
う
し
た
活
動
が
評
価
さ

れ
、
今
回
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
職
員
と
し
て
初
め
て
受

賞
者
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

７
月
１
日
に
は
東
京
都
内
で
授
賞
式
が
開

か
れ
、
関
係
者
ら
約
1
0
0
人
が
出
席
し
ま

し
た
。
式
の
冒
頭
、
世
界
平
和
研
究
所
の
中

曽
根
康
弘
会
長
が
、「
世
界
の
政
治
や
経
済
は

依
然
と
し
て
混
沌
と
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ

を
機
に
、
受
賞
者
の
方
々
が
ま
す
ま
す
活
躍

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
挨
拶

し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
落
合
さ
ん
を
含
む
３
人
の
受
賞

者
に
、
中
曽
根
会
長
か
ら
記
念
の
盾
が
手
渡

さ
れ
ま
し
た
。
落
合
さ
ん
は
、
関
係
者
や
家

族
に
対
す
る
感
謝
の
言
葉
を
述
べ
、「
フ
ィ
リ

ピ
ン
が
安
定
し
た
国
家
と
し
て
繁
栄
を
続
け

る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
日
本
を
含
め
た
近
隣

諸
国
へ
の
政
治
、
経
済
、
社
会
的
貢
献
は
計

り
知
れ
ま
せ
ん
」
と
語
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、

「
こ
の
栄
え
あ
る
賞
を
糧
に
、
今
後
も
現
地
の

人
々
と
の
対
話
を
重
視
し
、
ミ
ン
ダ
ナ
オ
和

平
プ
ロ
セ
ス
の
支
援
に
全
力
を
尽
く
し
ま
す
」

と
決
意
を
述
べ
ま
し
た
。

　

第
12
回
中
曽
根
康
弘
賞
で
は
、
落
合
さ
ん

の
他
に
、
優
秀
賞
に
東
京
大
学
先
端
科
学
技

術
研
究
セ
ン
タ
ー
の
池
内
恵
准
教
授
、
奨
励

賞
に
国
際
大
学
国
際
関
係
学
研
究
科
の
熊
谷

奈
緒
子
准
教
授
が
選
ば
れ
ま
し
た
。

ミンダナオ和平を支援 落合直之さんが中曽根康弘賞を受賞 01

03ケネディ駐日米国大使が青年海外協力隊訓練所を視察

02　北岡理事長がセネガル、ナイジェリアを訪問
　

北
岡
伸
一
J
I
C
A
理
事
長
は
、
６
月
12
日
か

ら
17
日
に
か
け
て
、
セ
ネ
ガ
ル
と
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア

を
訪
問
し
ま
し
た
。

　

セ
ネ
ガ
ル
の
マ
ッ
キ
ー
・
サ
ル
大
統
領
は
、
北

岡
理
事
長
と
の
会
談
で
、
日
本
が
同
国
の
国
家
開

発
政
策
「
セ
ネ
ガ
ル
新
興
計
画
（
P
S
E
）」
に

基
づ
い
て
協
力
事
業
を
展
開
し
て
い
る
こ
と
や
、

同
国
へ
の
青
年
海
外
協
力
隊
派
遣
数
が
世
界
最

大
規
模
で
あ
る
こ
と
に
言
及
し
、
感
謝
の
意
を
表

明
し
ま
し
た
。

　

北
岡
理
事
長
は
、
首
都
ダ
カ
ー
ル
で
長
年
の
協

力
の
成
果
で
あ
る
「
セ
ネ
ガ
ル
日
本
職
業
訓
練
セ

ン
タ
ー
（
C
F
P
T
）」
な
ど
を
訪
問
。
地
方
部

で
は
、
無
償
資
金
協
力
で
建
設
さ
れ
た
給
水
施
設

や
母
子
保
健
に
関
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
現
場

な
ど
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の
訪
問
で
は
、
北
岡
理
事
長
は
オ

シ
ン
バ
ジ
ョ
副
大
統
領
ら
と
会
談
し
、
第
６
回
ア
フ

リ
カ
開
発
会
議
に
向
け
、
両
国
の
協
力
関
係
を
強

化
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
滞
在
中
、

北
岡
理
事
長
は
ボ
コ
・
ハ
ラ
ム
に
よ
っ
て
発
生
し

た
国
内
避
難
民
の
キ
ャ
ン
プ
を
訪
問
。
そ
の
他
、

都
市
給
水
と
太
陽
光
発
電
の
各
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

現
場
を
視
察
し
、日
本
の
協
力
が
ナ
イ
ジ
ェ
リ
ア
の

発
展
に
貢
献
し
て
い
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。 

　

6
月
7
日
、
ケ
ネ
デ
ィ
駐
日
米
国
大
使
が

福
島
県
に
あ
る
二
本
松
青
年
海
外
協
力
隊

訓
練
所
を
視
察
し
、
派
遣
前
の
青
年
海
外
協

力
隊
の
候
補
者
と
交
流
し
ま
し
た
。

　

1
5
8
人
の
青
年
海
外
協
力
隊
の
候
補
者

に
激
励
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ
た
ケ
ネ
デ
ィ

大
使
は
、
そ
の
後
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
や
ガ
ー
ナ

な
ど
に
派
遣
予
定
の
候
補
者
と
懇
談
し
、
参

加
の
動
機
や
帰
国
後
の
計
画
に
つ
い
て
話

を
聞
き
ま
し
た
。
懇
談
後
、
候
補
者
は
、「
勇

気
を
持
っ
て
前
進
し
て
、
と
い
う
大
使
の
言

葉
が
印
象
的
だ
っ
た
」
な
ど
と
話
し
、
派
遣

に
向
け
て
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

大
使
の
父
ジ
ョ
ン
・
F
・
ケ
ネ
デ
ィ
元
大

統
領
が
1
9
6
1
年
に
創
設
し
た
米
国
平
和

部
隊
は
、
ほ
ぼ
同
じ
時
期
（
1
9
6
5
年
）

に
発
足
し
た
青
年
海
外
協
力
隊
に
も
影
響

を
与
え
て
い
ま
す
。
今
回
の
視
察
は
、
米
国

平
和
部
隊
と
同
様
に
、
草
の
根
レ
ベ
ル
で
途

上
国
の
経
済
・
社
会
発
展
に
取
り
組
む
青
年

海
外
協
力
隊
な
ど
の
J
I
C
A
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
、
大
使
が
強
い
関
心
を
持
っ
て
い
た

こ
と
か
ら
実
現
し
た
も
の
で
す
。

　

今
後
、
日
米
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
連
携
・

共
働
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

派遣候補者と歓談するケネディ大使

ナイジェリアの首都アブジャで、ボコ・ハラムによって発
生した国内避難民のキャンプを視察する北岡理事長

中曽根会長（右）と奨励賞を受賞した落合さん（左）

今年で12回目を迎えた中曽根康弘賞の授賞式

さ
と
し



〝
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ガラパゴスゾウガメ（附属書Ⅰ掲載種）

ヤエヤマイシガメ（附属書Ⅱ掲載種）。正面から見ると、
ほほ笑んだような独特の顔つきをしている

〜

戸
田 

光
彦

一
般
財
団
法
人 

自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー

国
を
越
え
て

売
買
さ
れ
る
生
き
も
の
た
ち

国
際
取
引
さ
れ
る

爬
虫
類
・
両
生
類

は   

ち
ゅ
う

ワ
シ
ン
ト
ン
条
約
が
目
指
す

動
植
物
の
保
護

ペ
ッ
ト
輸
入
国

日
本
も
無
縁
で
は
な
い

日
本
産
イ
シ
ガ
メ
類
が

直
面
し
て
い
る
課
題

〈
P
r
o
f
i
l
e
〉

と
だ
・
み
つ
ひ
こ

富
山
県
生
ま
れ
、
千
葉
県
在
住
。
金
沢
大

学
で
生
態
学
を
学
び
、
博
士
号
（
理
学
）

を
取
得
。
1
9
9
3
年
よ
り
一
般
財
団
法

人
自
然
環
境
研
究
セ
ン
タ
ー
に
在
席
。
外
来

種
対
策
（
外
来
生
物
法
の
施
行
に
関
す
る

業
務
、
外
来
爬
虫
類
・
両
生
類
の
防
除
）、

絶
滅
危
惧
種
の
保
全
な
ど
の
業
務
に
従
事
。

注１　http://www.iucnredlist.org/
注２　https://cites.org/eng/cop/17/prop/index.php
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渡邉 尚人
Naohito WATANABE

外務省　国際協力局　
地球環境課　地球環境企画官

1980年外務省入省。スペイン、中南米、米国などでの在外勤務を経て、昨年９
月に地球環境課上席専門官に着任。今年５月より現職。ニカラグアの国民的
詩人ルベン・ダリオ著『青．．．』などの邦訳を手掛ける。著書に『ロスト・ファ
ミリー』『葉巻を片手に中南米』など。ニカラグア言語アカデミー海外会員。

「ここが知りたい」。国際協力に関係する政策を
  外務省の担当者が分かりやすく解説します！

　地球上には、海、川、森、湿地などさまざまな環境
があり、そこには多くの生き物がすんでいます。そ
の数は3,000万種とも言われており、さらに同じ種
の中でも、大きさや形、適応能力などは遺伝子によ
って異なります。こうした多種多様な生物のつなが
りを、「生物多様性」と呼んでいます。
　生物多様性は、私たちの命と暮らしを支えていま
す。多くの生物が、時に支え合い、時に競い合いな
がら複雑につながり合い、その結果、私たちが生き
る上で不可欠な酸素や水、食べ物などがもたらさ
れ、気候の安定や自然災害の抑止にもつながって

生物多様性って何？

　オルミエ湖は、イラン北西部に
位置する同国最大の塩湖です。
ラムサール条約に登録されてお
り、渡り鳥の飛来地として有名
です。また、湖内の島には、国際
自然保護連合（IUCN）の絶滅
危惧種に登録されている、鹿の
一種であるペルシャダマジカが
生息しています。
　気候変動に伴う降雨量の減少と過剰な農業開発により、オルミエ
湖の水位は15年ほど前から急激に低下しました。今では、約5,000km2

あった水面の約75％の面積が干上がったとされており、生態系への
悪影響や塩害による周辺住民の健康被害が懸念されています。現
ローハニ政権は、オルミエ湖の再生を国家課題の一つとして位置付
けています。深刻な状況を改善するため、日本は国連開発計画
（UNDP）が実施するオルミエ湖再生プロジェクトに、過去３年間で
300万ドルを拠出しています。
　このプロジェクトは、持続可能な農業を導入し、水使用量全体の
87％以上を占めているとされる農業用水を節水することにより、湖の
再生に貢献するものです。流域では過剰な灌漑を行うなど無計画に
農業が実施されてきましたが、UNDPとイラン環境庁が協力し、効率
的な灌漑の導入や耕作パターンの変更、代替生計手段の確保など
により、持続可能な農業を指導してきました。現在、流域内の90の農
村でプロジェクトが展開されており、地元農家の意識改革が進められ
ています。
　これに加えて、日本は今年３月、国連食糧農業機関（FAO）が実施
するオルミエ湖流域における持続可能な水資源管理総合計画に、４
年間で4億3,600万円の拠出を行うことを決定しました。日本は、これ
からもオルミエ湖の再生に取り組んでいきます。

（在イラン日本国大使館　野呂田亮 一等書記官）

　生物多様性を保全し、その持続可能な利用を進め
るための国際的な枠組として、1992年にブラジルで開
催された国連環境開発会議（地球サミット）で、「生物
多様性条約」が採択されました。現在、日本を含む196
の国と地域が加盟しています。2年に1度開かれる締約
国会議では、自然保護区の増加、希少植物の保全、外
来生物の根絶、保全の取り組みの経済活動への組み
込みなど、生物多様性に関する幅広い分野について
議論がなされています。
　2010年の第10回締約国会議は愛知県名古屋市で
開催されました。日本は議長国として会議をリードし、
2020年までの生物多様性に関する目標「愛知目標」が
採択されました。

どんな議論や取り組みが行わ　れているの？

います。
　また、抗がん剤や感染症薬など、さまざまな医薬
品の開発に生物の遺伝子が活用されている他、生
物の構造や機能を模倣した新しい技術の開発も進
んでいます。例えば、トンボの羽からヒントを得た
微風でも動く風力発電や、蚊の口先をモデルにし
た刺しても痛くない注射針などがあります。
　ところが近年、森林伐採などによる動植物の生
息地の破壊や、外来種の増加、環境汚染、地球温暖
化などによって、生物多様性は危機にさらされて
います。

　生物多様性の保全と持続可能な利用に向けた取
り組みは、今後も一層進めていく必要があります。例
えば、日本人の食文化に根差したニホンウナギは、
資源量が減少していると言われています。日本は、ニ
ホンウナギを捕獲している関係国や地域との間で、
持続可能な形で利用するための資源管理の方策を
協議しています。また、今年9月から南アフリカで開
催されるワシントン条約の第17回締約国会議に向

自然の恵みをこれからも得るためには？

　日本は他にも、水鳥や渡り鳥の生息場所として重要
な湿地を保全する「ラムサール条約」や、絶滅のおそ
れのある野生動植物の種の国際取引に関する条約
（ワシントン条約）にも加盟しています。
　ワシントン条約では、剥製、象牙、皮革製品といった
加工品も含め、オランウータンやサボテンなどの動植
物約３万5,000種の国際商業取引を禁止・規制してい
ます。密猟や違法取引といった種の存続を脅かす要因
には厳格に対処する必要があります。その一方で、種
の存続を脅かさない範囲での持続可能な利用は、そ
こから得られる利益を通じた生息地域の発展につな
がり、種の保護や生態系の保全に必要な資金の確保
にも貢献し得るため、そうした考慮も重要となります。

けて、EUは全ウナギ種の資源量を調査することなど
を提案するなど、国際社会の関心も高まっています。
　今年12月には、生物多様性条約の第13回締約国
会議がメキシコで開催されます。主なテーマは、農
林水産業や観光業などの産業の中に、生物多様性
の重要性をしっかりと位置付けていくことです。こう
した会議を通して、日本の取り組みを世界に発信し、
国際的な議論に貢献していきたいと思います。

持続可能な農業を通じて
オルミエ湖を再生させる

干ばつが問題となっているオルミエ湖
（今年6月撮影）

Message from Iran

1
生物多様性は、

私たちの命と暮らし
を支えている

2
さまざまな条約の下

で、生物多様性の

保全と持続可能な利
用のために取り組ん

でいる

3
生物多様性の保全

のためには、

取り組みの強化と世
界への発信が重要

ウガンダのアフリカゾウ。ワシン
トン条約では希少な野生動植
物の国際取引を規制している
（提供：寺田佐恵子）

生物多様性条約の第13回締約
国会議に向けた検討のため、昨
年モントリオールで開催された同
条約の第19回科学技術助言補
助機関会合

かんがい
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輪のように広がるサンゴ礁に守られて
浮かぶ、チューク諸島の小島。内海は
静かな楽園だ。奥に見えるのは、国際
空港のあるウエノ島

サ
ン
ゴ
と
共
に
生
き
る
島

Micronesia
［ミクロネシア連邦］

写真・文＝吉野雄輔（海洋写真家）

地球ギャラリー vol.95
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西
太
平
洋
・
カ
ロ
リ
ン
諸
島
の
中
心
に

位
置
す
る
ミ
ク
ロ
ネ
シ
ア
連
邦
は
、
ヤ
ッ

プ
、
チ
ュ
ー
ク
、
ポ
ン
ペ
イ
、
コ
ス
ラ
エ

の
４
つ
の
州
か
ら
成
る
島
し
ょ
国
で
あ
る
。

チ
ュ
ー
ク
州
の
州
都
で
あ
る
チ
ュ
ー
ク
諸

島
は
、
か
つ
て
は
ト
ラ
ッ
ク
諸
島
と
呼
ば

れ
、
旧
日
本
海
軍
の
連
合
艦
隊
の
基
地
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
日
本
と
の
関
係
が
深
い
。

そ
の
影
響
か
ら
、
現
地
の
お
年
寄
り
の
中

に
は
日
本
語
を
話
せ
る
人
も
い
る
。

　
世
界
最
大
級
の
環
礁
で
あ
る
チ
ュ
ー
ク

諸
島
は
、
日
本
か
ら
だ
と
、
グ
ア
ム
か
ら

静かな内海に発達するサンゴ。形も色もいろいろ。小さな魚はサンゴのそばで暮らし、敵が近付くとサンゴの
中に逃げ込む

ハ
ワ
イ
に
飛
ぶ
途
中
に
通
過
す
る
。
環
礁

と
い
う
の
は
飛
行
機
の
上
か
ら
見
る
と
分

か
り
や
す
い
。
一
番
外
側
に
サ
ン
ゴ
が
作

っ
た
輪
っ
か
が
広
が
り
、
そ
の
内
側
の
ラ

グ
ー
ン
と
呼
ば
れ
る
内
海
に
大
小
の
島
々

が
浮
か
ぶ
。
最
も
多
く
の
人
が
住
む
ウ
エ

ノ
島
を
は
じ
め
、
小
さ
な
無
人
島
が
無
数

に
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
風
景
は
実
に
見

事
で
あ
る
。

　
大
小
の
島
々
の
周
り
に
も
サ
ン
ゴ
礁
が

発
達
し
、
群
青
色
の
太
平
洋
に
、
サ
ン
ゴ

の
エ
メ
ラ
ル
ド
グ
リ
ー
ン
や
ブ
ル
ー
が
よ

く
映
え
る
。
僕
の
よ
う
に
、
海
中
に
潜
り

サ
ン
ゴ
の
撮
影
を
す
る
ダ
イ
バ
ー
で
さ
え
、

空
か
ら
見
る
サ
ン
ゴ
礁
が
一
番
美
し
い
と

思
う
ほ
ど
だ
。

　
サ
ン
ゴ
は
動
物
で
あ
る
。
共
生
藻
と
呼

ば
れ
る
藻
類
を
体
の
中
に
す
ま
わ
せ
、
共

生
藻
が
光
合
成
で
作
り
出
す
エ
ネ
ル
ギ
ー

を
も
ら
っ
て
い
る
。
依
存
度
は
か
な
り
高

い
と
い
う
。
そ
の
た
め
、
太
陽
の
光
が
届

き
や
す
い
水
の
澄
ん
だ
浅
瀬
に
、
サ
ン
ゴ

礁
は
発
達
す
る
。
ま
る
で
植
物
み
た
い
に

太
陽
の
光
を
奪
い
合
う
の
で
、
同
じ
種
類

で
も
テ
ー
ブ
ル
状
に
広
が
っ
た
り
、
細
く

伸
び
た
り
と
、
い
ろ
い
ろ
な
形
に
な
る
。

　
近
年
問
題
に
な
っ
て
い
る
サ
ン
ゴ
の
白

化
現
象
と
い
う
の
は
、
水
温
が
高
く
な
る

こ
と
で
、
こ
の
共
生
藻
が
サ
ン
ゴ
の
体
か

ら
外
に
出
て
し
ま
い
、
石
灰
質
か
ら
成
る

白
い
骨
格
が
透
け
て
見
え
る
こ
と
で
あ
る
。

長
く
続
く
と
サ
ン
ゴ
は
死
ん
で
し
ま
う
。

台
風
な
ど
に
よ
っ
て
、
外
海
の
冷
た
い
水

が
環
礁
内
に
入
り
水
温
が
下
が
る
と
、
共

生
藻
は
サ
ン
ゴ
の
体
に
戻
り
、
サ
ン
ゴ
は

元
気
を
取
り
戻
す
。

潮の満ち引きによって流れが強くなると、ハナダイはプランクトンを食べるため元気に泳ぎ出す。その様子は、ダンスのように華やかだ

太陽の光を効率的に浴びられるように発達したテーブル状のサンゴ。下から見上げると力強さを感じる

内海でもイルカが見られる。休むには良い環境のはずだ。船を走らせると、よくミナミハンドウイルカが寄ってくる
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チューク諸島の住民たちの漁。中には、はだしの人も。市場には魚が出ているが大した量ではなく、必要な分だけを捕っているようだ

吉
野 

雄
輔
（
よ
し
の 

ゆ
う
す
け
）

1
9
5
4
年
東
京
都
生
ま
れ
。海
と
海
の
生
物
す
べ
て
を
愛
す
る

海
の
写
真
家
。吉
野
雄
輔
フ
ォ
ト
オ
フ
ィ
ス
を
主
宰
。大
学
卒
業

後
、ア
ジ
ア
、南
太
平
洋
、南
北
ア
メ
リ
カ
、カ
リ
ブ
海
、イ
ン
ド
洋

な
ど
世
界
の
海
を
放
浪
。訪
れ
た
国
は
80
カ
国
ほ
ど
に
上
る
。

１
年
間
の
半
分
以
上
は
海
に
潜
り
、30
数
年
に
わ
た
り
、ス
チ
ー
ル

写
真
を
専
門
と
す
る
。『
世
界
で
一
番
美
し
い
海
の
い
き
も
の
図

鑑
』（
創
元
社
）、『
海
の
本
』（
角
川
書
店
）な
ど
著
書
多
数
。

サンゴ砂の海底でテッポウ
エビが掘った穴にすむギン
ガハゼ。ハゼは見張り役と
してテッポウエビと共生し
ている

潮の流れや台風によってサンゴ砂が集まり白州ができる。そこに流れ着
いたヤシの実が芽を出す。時には人がヤシの実を運ぶ

内海でも荒れることは
あるが、普段は静かな
ので子どもたちの遊び
にはもってこいだ

南の島特有のスコール。そんなに長時間は降らないので暖かい
場所では気持ちが良いくらいだ。強い日差しのせいか虹をよく見る

淡いピンク色をしたサン
ゴの枝で休むメガネゴ
ンベ。浅瀬の透き通る
ような水に、太陽の光
がさんさんと降り注ぐ

　
熱
帯
雨
林
と
同
様
、
最
も
種
の
多
様
性

に
富
む
と
い
わ
れ
る
サ
ン
ゴ
礁
。
サ
ン
ゴ

の
堅
い
骨
格
は
、
小
さ
な
生
物
の
良
き
す

み
か
と
な
る
し
、
幼
魚
な
ど
が
守
ら
れ
な

が
ら
成
長
す
る
揺
り
か
ご
で
も
あ
る
の
だ
。

　
個
人
的
な
見
解
だ
が
、
チ
ュ
ー
ク
諸
島

の
サ
ン
ゴ
が
世
界
で
一
番
美
し
い
と
思
っ

て
い
る
。
波
の
荒
い
環
境
だ
と
、
サ
ン
ゴ

は
折
れ
な
い
よ
う
に
平
ら
な
形
に
な
る
。

チ
ュ
ー
ク
環
礁
の
内
海
は
波
が
穏
や
か
な

た
め
、
サ
ン
ゴ
は
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
形
を

し
て
い
て
、
海
中
の
オ
ブ
ジ
ェ
の
よ
う
だ
。

　
バ
リ
ア
リ
ー
フ
と
い
う
言
葉
が
あ
る
が
、

サ
ン
ゴ
礁
は
自
然
の
防
波
堤
と
な
り
、
そ

の
内
側
を
太
平
洋
の
荒
波
か
ら
守
っ
て
く

れ
る
。
サ
ン
ゴ
は
、
海
中
の
生
物
に
す
み

か
を
提
供
す
る
だ
け
で
な
く
、
人
を
含
め

た
陸
上
の
動
植
物
も
守
っ
て
い
る
の
だ
。

　
南
の
島
の
白
砂
は
、
サ
ン
ゴ
の
死
骸
の

ほ
か
、
貝
殻
や
有
孔
虫
の
殻
が
集
ま
っ
て

で
き
た
も
の
で
、
こ
こ
に
ヤ
シ
の
実
や
、

鳥
に
運
ば
れ
た
種
子
が
芽
を
出
し
て
小
さ

な
島
が
で
き
る
。
チ
ュ
ー
ク
諸
島
は
サ
ン

ゴ
が
作
っ
た
島
と
も
い
え
る
の
だ
。
そ
し

て
、
島
の
住
民
た
ち
は
そ
ん
な
無
人
島
に

出
掛
け
て
、
魚
を
捕
り
、
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー

を
す
る
こ
と
が
大
好
き
で
あ
る
。



Item
ポンペイ島の南東に浮かぶナンマドール

遺跡は玄武岩を積み上げて造られている

　ミクロネシア連邦の主島ポンペイ島の南東
には、巨石で造られた古代の海上遺跡、ナンマ
ドールが存在する。東京ドーム約15個分に相
当する70ヘクタールに及ぶ海域に散らばる92
の人工島群で構成されるこの海上都市は、一
説によると西暦500年頃から続いたサウテロウ
ル王朝時代に建造されたもので、当時は人々
が島々の間をカヌーで往来していたという。
　王家の墓や住居、ゲストハウス、葬儀の島、
貯蔵の島など、目的の異なる人工島と建造物
が1,000年にも及ぶ建設作業によって造られ
たといわれており、そこには数多くの伝説が残さ
れている。

ナンマドール

謎に包まれた遺跡といえば

ミクロネシア連邦の
文化を知ろう！

　一年を通じて温暖な気候のミクロネ
シアでは、バナナやココナッツ、かんき
つ類などの果実がよく育つ。また、タロ
イモやヤムイモといった根菜類の栽培
や漁業も盛んで、小規模農業や古くか
ら伝わる漁法が今も続いているという。
　東京都渋谷区にある「SilverBack
食堂」は、オーナーの福田浩二さんが
ミクロネシア出身の友人、ジミー・ベニ
ートさんと共同で立ち上げたお店だ。
ジミーさんがスタッフとして働いていた

ころに伝授してくれたミクロネシアン
BBQソースのベースは、しょうゆ味。か
つて日本の統治下にあった影響もあ
ってか、ミクロネシアでは普段の食事
でもしょうゆが使われている。レモンと
酢の酸味が効いたソースは、暑い夏
にも食欲をそそる味で、特に鶏肉やシ
ーフードとの相性が抜群だ。
　在日ミクロネシア大使からもお墨付
きをもらったという南国の風味を、ぜひ
一度味わってみてはいかがだろうか。

【RE C I P E】
●材料
ソース（10人前）
タマネギ2個／ニンニク
3個／レモン2分の1個／
しょうゆ100ml／酢50ml
／オリーブオイル200ml
／黒コショウ適量

マッシュポテトのグリル
チキン載せ（2人前）
鶏モモ肉300ｇ／ジャガ
イモ中3個／バター70g
／牛乳100ml／塩適量

タマネギ、ニンニクを小さめに切り、レモンの絞り汁、しょう
ゆ、酢と共にミキサーにかける。
ソース状になったら取り出し、オリーブオイルと黒コショウ
を加えながら混ぜる。お好みでチリパウダーやハーブを加
える。

❶

❷

SilverBack食堂
〒150-0043
東京都渋谷区道玄坂2-25-5
島田ビル2F
TEL：03-6427-8294
営業時間：［ランチ］12～15時
　　　　      ※月・火曜は休み
　　　　  ［ディナー］18～24時

【SHOP INFORMATION】

ソースの作り方：

ジャガイモの皮をむき、半分に切ったものを塩ゆでにする。
柔らかくなったら水を切ってつぶし、裏ごしする。バターを
加えた後、牛乳で固さを調節しながらなめらかにする。
鶏モモ肉は大きめに切り、グリルで皮を下にして中火で焼
く。焼き色が付いたら裏返して、強火で1～2分焼く。
お皿に❶のマッシュポテトを盛り、その上に鶏モモ肉を載
せる。ソースを掛けたら出来上がり。

❶

❷

❸

マッシュポテトのグリルチキン載せ：

取材協力：NPO法人ミクロネシア振興協会

　実は日本は、この謎に包まれた海上遺跡ナ
ンマドールの世界遺産の登録に向けて、現地
での調査・研究を行うなどさまざまな支援を続け
てきた。
　これだけの巨大な玄武岩を一体どうやって
運び、どのようにして積み上げたのか――。今も
全容は解明されていない。

ミクロネシア料理といえば

ミクロネシアンBBQソース

地球ギャラリー
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新 着 情 報

『リスペクトジャマイカフェスティバル2016』
「リスペクトジャマイカフェスティバル」は、ジャマイカをはじめとするカリ
ブ海の国々や、欧米のアフリカ系移民の文化など、アフリカにルーツ
を持つ世界のアフリカン・ディアスポラ・カルチャー（離散文化）をテー
マにしたイベントだ。当日は、大迫力の音楽やダンスパフォーマンスが
楽しめるライブステージ、各国の本場料理が勢ぞろいしたフードコー
ト、珍しい雑貨や民芸品が
並ぶバザール、民族衣装
体験に加え、小さな子ども
たちも楽しめるクイズやス
タンプラリーなど、さまざまな
企画が準備されている。家
族で、友達同士で足を運ん
でみてはいかがだろうか。

E  VENT

M  OVIE B  OOK

『ストリート・オーケストラ』
ブラジルのサンパウロ交響楽団のオーディションに落ちたバイオリニ
ストのラエルチは、生活のためにやむなくスラム街の学校の音楽教師
の職に応募する。荒れる子どもたちにがくぜんとしていたある日、ラエ
ルチはギャングに襲われるが見事な演奏で逆襲する。「演奏に感動し
たギャングが銃を下ろした」と聞いた子どもたちは、暴力以外に人を変
える力があることに心を動かされ、懸命に音楽を学び始めた。情熱を
取り戻したラエルチだったが、そんな矢先、校長から次の演奏会を成
功させなければ、学校の存
続は難しいと告げられる。
一世一代のステージにしよ
うと張り切るラエルチと子ど
もたちに、思わぬ事件が待
ち受けていた――。ブラジ
ルの実話から生まれた感
動作だ。 

会期：８月20日（土）・21日（日）10:00～21:00（最終日は17:30まで）
場所：日比谷公園（東京都千代田区）
入場料：無料
問：アフリカヘリテイジコミティー
TEL：042-707-1900
URL：http://respectjamaica.web.fc2.com/

B  OOK

『ライオンはなぜ、汗をかかないのか？』
現在、世界で確認されている動物は190万種以上。新種の発
見は、年に１万～２万種に上る。しかし、生き物の歴史をたどれ
ば、シロナガスクジラも昆虫も、そして人も、すべては小さな単細
胞生物から進化を遂げたもの。
今、地球上にある命はみな同じ祖
先から出発しているのだ。大自然
の中で暮らす動物たちは、厳しい
自然を生き抜くために体の色や
形、食生活を変化させ、環境に適
応してきた。ヘビが道案内のため
に舌を使う？イヌが不安なときは
しっぽを左に振る？美しい色使い
の図解を片手に、世界の動物の
不思議を発見しに行こう。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ

サイモン・ロジャース 著
ニコラス・ブレックマン（イラストレーション）
主婦と生活社
2,160円（税込）

『ヨシダ、裸でアフリカをゆく』
幼いころからアフリカに憧れを抱いてきた著者は、フォトグラ
ファーとして2009年11月に初めてエチオピアを訪れた。以来、
アフリカ16カ国で少数民族を撮りながら書きためてきたブログを
加筆して作られたのが本書だ。相
手と同じ格好をすれば、仲良くなれ
る――。そう信じ続けてきた彼女が
裸族の前で裸になると、それまで
固い表情だった人々が歓迎の舞
を始めた。大好きなアフリカとぶつ
かり、時に爆笑しながら過ごした５
年間のとっておきのエピソードを紹
介した一冊だ。

この本を
1人の方に
プレゼント
詳細は
38ページへ ヨシダ ナギ 著

扶桑社
1,620円（税込）

○c gullane

2015年／ブラジル／1時間43分
監督：セルジオ・マシャード
出演：ラザロ・ハーモス、カイケ・ジェズース、サンドラ・コルベローニ
公開：8月13日（土）ヒューマントラストシネマ有楽町ほか全国順次ロードショー
URL：www.gaga.ne.jp/street/
配給：GAGA
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プレゼント付き

次号予告（2016年9月1日発行予定）

法整備
法律は国を支える最も基礎的なインフラの一つです。あらゆる社会活
動を円滑化する法律の整備には、高度な専門知識を持った人材の育成
が欠かせません。各国の事情に寄り添い、「使われる法律」の策定を心
掛ける日本型法整備支援の現状をお伝えします。

本誌をご希望の場合は
下記方法で

お申し込みください。

本誌をご希望の方には、送料をご負担いた
だく形で送付いたします。巻末の払込取扱
票に、氏名・住所・電話番号・ご希望の送付
期間・送付開始月を明記の上、指定の金額
を郵便局でお支払いください。入金の確認後、発送を手配いたします（入金から1
週間程度かかることもありますのでご了承ください）。複数冊、またはバックナンバー
をご希望の方は送料が異なりますので、下記までお問い合わせください。

申込方法

申込先
住　所
T E L
F A X
Eメール

（株）国際開発ジャーナル社 総務部（発送代行）
〒102-0083  東京都千代田区麹町3-2-4 麹町HFビル9F
03-3221-5583
03-3221-5584
order@idj.co.jp

① ウガンダ産の綿製品
② 書籍『ライオンはなぜ、汗をかかないのか？』 （p37参照）
③ 書籍『ヨシダ、裸でアフリカをゆく』 （p37参照）

2

1

﹇
５
月
号 
特
集
「
水
道
」
を
読
ん
で
﹈

■
私
が
働
い
て
い
た
助
産
院
に
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
か
ら
3
人
の
助

産
師
が
実
習
に
来
ま
し
た
。
日
本
で
の
い
ろ
い
ろ
な
研
修
の
中

に
上
下
水
道
施
設
の
見
学
が
含
ま
れ
て
い
た
と
聞
き
、
驚
き
ま

し
た
。
日
本
で
は
蛇
口
を
ひ
ね
る
と
き
れ
い
な
水
が
出
る
の
が

当
た
り
前
で
す
が
、
そ
う
で
は
な
い
国
が
ま
だ
ま
だ
多
い
こ
と

に
気
付
か
さ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　

 
（
山
口
県
／
40
代
／
女
性
）

■
生
命
維
持
の
た
め
、
生
活
・
暮
ら
し
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い

水
。
最
近
と
み
に
水
の
恩
恵
を
思
う
こ
と
が
多
く
な
り
ま
し
た
。

世
界
で
は
、
水
で
困
っ
て
い
る
国
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
日

本
の
協
力
は
と
て
も
大
切
な
こ
と
で
す
が
、
現
地
が
置
か
れ
て

い
る
状
況
は
そ
れ
ぞ
れ
違
っ
て
い
る
た
め
、
難
し
い
こ
と
も
多

い
と
思
い
ま
す
。
日
本
の
高
い
技
術
と
心
が
、
多
く
の
国
で
水

の
恵
み
に
つ
な
が
っ
て
い
る
こ
と
が
と
て
も
う
れ
し
く
、
誇
ら

し
く
感
じ
ま
し
た
。　
　
　
　

   　
（
愛
知
県
／
60
代
／
女
性
）

﹇
６
月
号 

特
集
「
ス
ポ
ー
ツ
」
を
読
ん
で
﹈

■
15
年
以
上
前
に
ラ
オ
ス
を
訪
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

と
き
初
め
て
不
発
弾
処
理
を
行
う
「
U
X
O 

L
a
o
」
を
知
り

ま
し
た
。
今
回
の
高
橋
尚
子
さ
ん
の
レ
ポ
ー
ト
で
改
め
て
問
題

の
深
刻
さ
を
認
識
し
ま
し
た
。
同
時
に
、
メ
コ
ン
川
の
ほ
と
り

で
ゆ
っ
く
り
と
流
れ
る
時
間
を
な
つ
か
し
く
思
い
出
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
長
野
県
／
50
代
／
男
性
）

■
ウ
ガ
ン
ダ
で
体
育
教
育
の
定
着
の
た
め
に
活
動
し
て
い
る
青

年
海
外
協
力
隊
の
事
例
は
、
教
師
向
け
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
い
う

点
が
印
象
に
残
っ
て
い
ま
す
。
他
校
と
課
題
を
シ
ェ
ア
し
な
が

ら
教
師
同
士
の
交
流
を
深
め
、
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
向
上
に
つ

な
げ
る
ア
イ
デ
ア
が
素
晴
ら
し
い
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

（
島
根
県
／
20
代
／
女
性
）

3

The Magazine of the Japan International Cooperation Agency

千
万
種
の
宝

3 特
集 

生
物
多
様
性  

8
2016 AugustNo.35

［ムンディ］

August 2016                       38



Vol.94  ウガンダ

アフリカの真珠が生んだやさしいタオル

©Yuki Asada

　アフリカ最大の湖、ビクトリア湖と豊
かな緑に恵まれたウガンダ。“アフリカの
真珠”と讃えられるこの国は、高品質の
綿花の産地としても知られる。
　大阪府泉佐野市の株式会社スマイリ
ーアースが製造するタオル“真面綿”は、
同国北部のグル県で化学肥料や農薬を
全く使用せずに育てられたオーガニック
コットンからできている。「タオルを製造
する際の洗いの工程では、グル県産のオ
ーガニックシアバターから当社が独自に
開発した石けんと水だけを使っていま
す。化学薬剤は製造過程でほとんど使
用しません」。そう話すのは、スマイリー
アース代表取締役の奥龍将さんだ。
　もともと、大阪府泉州地域の特産品・
泉州タオルのメーカーだった同社がオー

ガニックコットン製品を手掛けるようにな
ったのは、独立直後のウガンダに縫製工
場を作り、国の発展に貢献してきた柏田
雄一さんとの出会いがきっかけだ。
　スマイリーアースでは、紡績から加工
まで全ての製造工程を管理するため、
当初の生産設備を一新し、“Smile工
房”を立ち上げた。丁寧に織り上げられ
た真面綿は、フランスのオーガニック綿
製品認証を取得したオーガニック100％
の製品だ。
　グル県の工場で、地元の労働者たち
と綿の種取りをするなど、現地とのつな
がりを大切にする奥さん。「今後は、オー
ガニックコットンを通じたグル市と泉佐
野市の国際交流にも取り組みたいと思い
ます」と意気込む。

★ウガンダ産のオーガニックコットンタオルとシアバター
　 を１人にプレゼント！→詳細は38ページへ

グル県の綿花農家を訪れた奥さん。離職農家を出さ
ないための安定的な買い取りや、販路拡大のための
品質改善指導などにも注力している

M
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NO-GATARI FROM
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Uganda

August

2016. NO.94

ま   じ  めん

スマイル

★スマイリーアースの商品販売情報は、
     http://www.smileyearth.co.jp/でも発信中です。

ウガンダ
グル県
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　「伊達公子」から「クルム伊達公子」
として、再びコートの上に立つことを決
意したのは今から８年前。２度目の現
役生活は、テニスそのものを心から楽
しむことができて、充実しています。
　ただ、引退してから復帰するまでの
12年間も、フルマラソンに参加したり、
ピラティスの資格を取得したりと、新し
い挑戦ができた大切な時間です。とり
わけ、開発途上国の子どもたちにテニ
スを体験してもらう活動は、それまで自
分が知らなかった世界とつながる機会
を与えてくれました。
　もともと「カモン！キッズテニス」とし
て日本で行っていたこの活動の舞台を
世界に広げたきっかけは、国際交流基
金から、中国でキッズテニスを開催して
ほしいとお話があったことです。それま
でアジアの大会に出場した経験はな
く、人生で初めて上海と北京を訪れま
した。すると迎えてくれた現地の人たち
が、私のことを「日本の伊達公子」では
なく、「アジアの伊達公子」として見てく
れていることに気付いたのです。当時

はまだ、アジア出身のテニスプレーヤー
が少なかったからでしょう。「日本とい
う枠にとらわれず、自分にできることを
やりたい」という思いが芽生えた瞬間
でした。
　その後、JICAのオフィシャルサポー
ターに就任し、ベトナム、ジャマイカ、モン
ゴルなど、さまざまな国でキッズテニス
を開催しました。特に印象に残ってい
る国は、アフリカのマラウイですね。子
どもたちは、最初は初めてのテニスに
戸惑っていましたが、次第に靴を脱い
でコートの中を元気よく走り回っていま
した。
　また、社会起業家のジョン・ウッド氏
の著書に感銘を受け、10年ほど前にラ
オスに学校を作るプロジェクトに携わり
ました。まだ現地を訪問する夢が実現
できていないので、いつかその学校で
もキッズテニスが開催できればいいな
と思っています。
　私はキッズテニスを通じて、自律心や
決断力、海外生活で培った自己表現力
など、自分自身がテニスから学んだこと

を伝えてきました。たとえ道具や施設
が十分に備わっていなくても、スポーツ
だからこそできることは数多くあります。
　今年２月、私は左膝の手術というア
スリート人生をかけた大きな決断をしま
した。手術後はリハビリに励み、車椅
子に座った状態でボールを打てるよう
になったり、松葉杖を使わずに歩ける
ようになったりと、少しずつですが一歩
一歩進んでいます。
　多くの気付きと出会いをくれたキッズ
テニスの経験は、私にとって特別なも
のです。この先の人生、どのような形で
あれ世界とのつながりは絶やさずに持
ち続けたいです。そのためにも、もう一
度コートに立てる日を信じて――。今は
前だけを見て進みたいと思います。

私の 世界への思いと大きな決断

テニスプレーヤー（エステティックTBC所属）   クルム伊達公子

「なんとかしなきゃ！プロジェクト」は、開発途上国の
現状について知り、一人一人ができる国際協力を
推進していく市民参加型プロジェクトです。ウェブサ
イトやFacebookの専用ページを通じて、さまざまな
国際協力の情報を発信していきます。

なんとかしなきゃ で 検索

DATE-KRUMM Kimiko

PROFILE 
1970年京都府出身。高校３年時にインターハイで
３冠を達成し、卒業後、プロに転向。95年には自己
最高の世界ランキング４位を記録。96年の引退後、
約12年間のブランクを経て、2008年に登録名を
「クルム伊達公子」として現役復帰した。02年には
JICAオフィシャルサポーターに就任。開発途上国の子
どもたちにテニスの楽しさを伝える活動などを行った。


